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緑につつまれ友愛に満ちた

市民のまち稲城
2010
平成22年

第1035号4.15
毎月1日・15日発行

毎月15日号には、生涯学習だより「ひろば」が折り込まれています。
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人口と世帯
（平成22年4月1日現在）

	 人口	 83,655人	 502人増

	 男	 42,457人	 224人増

	 女	 41,198人	 278人増

	 世帯数	 35,321世帯	 275世帯増
※	世帯数および人口は、住民基本台帳
と外国人登録によるものです。
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な
記
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第三次長期総合計画６つの柱 2面
ご利用ください！地域振興プラザ 3面
小口事業資金などの融資あっせん 4面
新規申請が始まります　子ども手当 5面
障害者相談支援事業 6面
稲城市商工会住宅改修等補助金 7面
２歳児歯科健診 8面

議 会 費
労 働 費
農 林 費
商 工 費
予 備 費

市税
１３９億５,８７５万円

４７.１％

都支出金
４７億９,０１９万円

１６.２％

国庫支出金
３９億４,５７５万円

１３.３％

市債
１５億５,０００万円

５.２％

地方消費税交付金
７億２,２１３万円

２.４％

歳入

分担金及び負担金
５億９,７７６万円

２.０％

繰入金
１５億８９２万円

５.１％ その他
１5億5,419万円

５.３％

地方交付税
５億２,８４０万円

１.８％
使用料及び手数料
４億６,０91万円

１.６％

教育費
４５億３,１３３万円

１５.３％

土木費
４１億３,５３９万円

１４.０％

総務費
３３億８５６万円
１１.２％

公債費
１９億７,２２２万円

６.６％

歳出

消防費
８億７,６５９万円

３.０％

衛生費
２７億６,６３４万円

９.３％

その他
５億４,５９３万円

1.8％

民生費
１１４億８,０６４万円

３８.８％

■主な新規事業 
事　業 内　容 予算額

（仮称）公営墓地・メ
モリアルホール
整備基本設計業務委託

南山東部土地区画整理事業地内に予定している墓園と
メモリアルホールについて、造園基本設計と建築基本
計画を実施する。

1,389万円

事業仕分けの実施 市民に公開し、外部の有識者等が事業継続の要否や実
施主体のあり方を仕分けする「事業仕分け」を行う。 160万円

地域コミュニティ活性
化事業委託（市民活動
ポイント制度）

市民活動にポイントを付与して市民活動への参加・参
画を促進することを目的に、制度構築のための委託を
実施する（調査・研究・試行）。

54万円

国勢調査事業 平成22年10月1日を基準日として実施される国勢調査
に関する経費。 3,966万円

個人住宅改修（市内業
者施工）の経費補助

市内の業者が個人住宅の改修工事などを行った場合の
経費補助（最高10万円）及び個人住宅の耐震改修工事
を行った場合の経費補助（最高30万円）制度を商工会
事業（商工会補助金）として行う。

600万円

災害時要援護者防災行
動マニュアル作成

「稲城市災害時要援護者支援計画」を基に防災時の行動
マニュアルを作成し、災害時要援護者登録者・75歳以
上の単身者及び75歳以上のみの世帯・障害者手帳（身体・
知的）所持者などに配布する。

123万円

Ｈｉｂワクチン接種費
用の助成

住民税非課税世帯及び生活保護受給世帯の小児を対象
に、Ｈｉｂのワクチン接種費用の助成を行う。 430万円

肺炎球菌ワクチン接種
費用の助成

65歳以上の方を対象に、肺炎球菌ワクチン接種費用の
助成を行う。 129万円

子ども手当の創設 国の「子ども手当」創設に伴う経費。 18億2,586万円

民間学童クラブの事業
開始

稲城第一小学校区エリア周辺徒歩圏内の空き店舗など
を利用した30人規模の民間学童クラブを運営委託方式
により誘致する。

1,564万円 

稲城市景観条例策定に
向けた取組み（景観ガ
イドライン策定委託）

平成16年の景観法施行に伴い、景観行政への取り組み
がより一層求められるようになったことから、専門家
を含めた市民参加による景観懇談会を設置し、本市に
相応しい景観ガイドラインを策定する。

386万円

■主なレベルアップ事業 
事　業 内　容 予算額

生き活き商品券プレミ
ア率の拡大

商工会が発行する「生き活き商品券」において、市が
補助するプレミア率を8％から10％に引き上げる。 1,000万円

小口事業資金及び小口
零細企業資金融資あっ
せん信用保証料補助金
の拡充

各融資あっせん信用保証料補助率を、2/3から10/10に
引き上げる。 2,060万円

市 民 農 園 の 事 業 拡 充
（農家開設型農園・ファ
ミリー農園）

農家開設型農園の開設に係る費用の2/3を補助する。
また、ファミリー農園管理体制の充実を図ったうえで、
経費相当額の利用料を利用者から徴収する。

303万円

特定健診検査項目の拡
大 クレアチニンを検査項目に追加する。 1,704万円

第三・第五保育園での
延長保育の拡大（30分
間の拡大による１時間
延長保育を実施）

第三保育園と第五保育園の延長保育時間を、午後６時
から６時30分までの30分間から午後７時までの1時間
に30分間拡大する。

200万円

あい

バス事業〔①運賃値
下げ、②新規路線（は
るひ野駅〜市立病院）、
③よみうりＶ通りの通
行（ 平 尾 団 地 〜 丘 の
湯）〕

バスの利便性の向上を図る。
①運賃値下げ。
②新規路線：バスを１台追加し、はるひ野駅と若葉台
駅を結び、上谷戸親水公園を経由し市立病院へ向かう
路線を新設する。
③よみうりＶ通りの通行：よみうりランド駅から丘の
湯へのルートを、現行からよみうりＶ通りを通行する
路線に変更する。

2,695万円

私立幼稚園就園奨励費
補助金の拡充

私立幼稚園の設置者が保護者に入園料及び保育料の減
免をする場合に、当該幼稚園に対し幼稚園就園奨励費
補助金を交付することで幼稚園教育の振興と充実を図
る。国の補助基準単価が改定されることに伴い、増額
する。

6,982万円

稲 城 フ ェ ス テ ィ バ ル
（30周年）開催委託（プ
ロの演奏）

市民バンドの演奏に加えてプロの演奏者を招き、30回
目の節目を迎える記念事業として実施する。 525万円

■主な見直し事業 
事　業 内　容 予算額

保養施設利用助成の廃
止

国民健康保険の保養施設利用助成について、事業廃止
周知期間を９カ月設けたうえで、平成22年12月末日を
もって終了とする。

△26万円

高等学校等奨学資金支
給事業の廃止（高校の
実 質 無 償 化 に 伴 う 措
置）

国の政策により高校の授業料が実質無償化される見通
しであるため、経済的な理由により就学が困難な高校
生などに授業料相当を支給していた当事業を廃止する。

△1,418万円

青少年委員活動謝礼の
廃止（月額報酬のほか
に併給していた報償費
を廃止）

月額報酬のほか、ジュニア・青年ワーカーセミナーな
どの活動に対して１回につき1,200円の報償費を支払っ
ていたが、現在では当該活動は委員本来の職務となっ
ていることから廃止する。

△14万円

交際費の見直し 市交際費・議会交際費をはじめ、全交際費を一定率で
削減する。 △68万円

会議時食糧費の見直し 備蓄用食糧及び事業執行上必要な食糧費を除いた、会
議用の食糧費などを削減する。 △20万円

特別旅費の見直し 職務上必要な出張・研修などを除き、視察研修などの個
別計上分を廃止し、特別旅費総額を削減する。 △72万円

22年度 予算の概要

　22年度は、第三次長期総合計画の最終年次に当たり、これまで蓄積してき
た資産を有効活用しながら計画事業の総仕上げに向け取り組み、市の将来都
市像である 「緑につつまれ友愛に満ちた市民のまち稲城」を実現するための、

「心と心のふれあいを大切にした自立と共生のまちづくり」を基本理念に、
施策を推進していきます。さらに、第三次行政改革による事務事業の見直し
と行政基盤の確立、時代に即した施策展開を行い、健全財政を目指して編成
しています。
　予算の特徴は、①都市基盤整備　②福祉・教育・保健医療の充実　③市民
参加と協働・環境保全　④活力ある安全安心なまちづくりの４点を重点に取
り組む予算としています。
22年度会計別予算及び予算総額

区　分 Ａ
22年度予算額

Ｂ
21年度予算額

Ｃ　増減額
（Ａ−Ｂ）

増減率
％

一 般 会 計 296億1,700万円 269億8,800万円 26億2,900万円 9.7
国民健康保険事業特別会計 69億7,141万円 70億7,328万円 △1億187万円 △1.4
土地区画整理事業特別会計 21億6,447万円 21億9,909万円 △3,462万円 △1.6
下 水 道 事 業 特 別 会 計 22億0,118万円 20億6,293万円 １億3,825万円 6.7
老 人 保 健 特 別 会 計 103万円 3,354万円 △3,251万円 △96.9
介 護 保 険 特 別 会 計 32億0,781万円 28億1,287万円 3億9,494万円 14.0
後期高齢者医療特別会計 ８億9,363万円 ８億3,310万円 6,053万円 7.3
病 院 事 業 会 計 72億4,651万円 74億7,905万円 △２億3,254万円 △3.1
受 託 水 道 事 業 特 別 会 計 ５億2,050万円 ５億9,530万円 △7,480万円 △12.6

合　　　計 528億2,354万円 500億7,716万円 27億4,638万円 5.5

グラフ１　歳入当初予算額　296億1,700万円（一般会計）

グラフ２　歳出当初予算額　296億1,700万円（一般会計）

市民一人当たりの一般会計歳出予算額（356,329円）
総務費　39,806円 民生費　138,126円 衛生費　33,283円 土木費　49,754円

消防費　10,546円 教育費　54,518円 公債費　23,728円 その他　6,568円

※人口は22年１月１日現在（83,117人）

　22年度当初予算が２月24日から開かれた市議会第１回定例会で、可
決成立しました。会計別予算及び予算総額は下表のとおりで、全会計
で528億2,354万円、前年度に比べ5.5％増となりました。市の予算の中
心となる一般会計（内訳は、グラフ１・２参照）の予算規模は、296億
1,700万円と、前年度に比べ9.7％増となりました。また、主な新規事
業などは右表をご覧ください。 △

問い合わせ　財政課財政係
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【誰もが心豊かに暮らせるまちに】� 545万円
○�心豊かな暮らし（市民憲章運動推進事業、人権
啓発事業）
○平和に暮らせるまち（平和都市宣言関係事業）
○�男女平等意識の醸成、男女共同参画への取り組
み（女性・青少年関係事業、女性の悩み相談事業、
女性問題を考えるフォーラム事業）
○�外国人への各種情報の提供と環境の整備（生活
情報の提供）
○国際交流の推進（国際交流事業委託）
○大空町との交流（契約旅館利用助成金）
【市民と協働のまちに】� 4,637万円
○地域活動の支援（地区会館・集会所指定管理料、
自治会連合会事業補助金、自治会集会施設等建設
費補助金など）
○�Ｉ

あい

のまちいなぎ市民祭事業ふれあいまつり部門
補助金
○�コミュニティづくりの推進（地域振興プラザ関
係事業）
○�墓園とメモリアルホールの検討〔（仮称）公営墓
地・メモリアルホール整備基本設計業務委託〕
○�積極的な行政情報の提供〔ホームページ（パソ
コン・携帯電話）運営経費、資産公開関係費〕
○�広報広聴活動の充実（広報紙の発行、市長への
手紙など）
○審議会や各種委員会などへの市民参加
【健全な行財政運営】� 38億9,027万円
○�計画的な行政運営〔企画事務、行政管理、アドボ
カシー相談室運営事業、事業仕分け、電算管理
運営費、職員管理費、統計調査総務費・基幹統
計費、（仮称）第四次長期総合計画策定事業など〕
○�計画的な財政運営（各種基金の積立、市税の賦
課徴収など）
○広域的な行政展開（一部事務組合負担金など）
○�行政サービスの向上（窓口サービスの充実、電子
化・ペーパーレス化・ネットワーク化の推進など）

の柱

1 市民とともに進める
心豊かなまちづくり

39億4,209万円

【健康づくりと医療の充実したまちに】�９億4,299万円
○�健康づくりの環境整備〔地域保健協議会関係費、
（仮称）健康プラザ建設工事など〕
○�生涯にわたる健康づくり〔妊婦健診、乳幼児健診、
予防接種（個別・集団）など〕
○地域医療体制の充実（保健・医療・福祉の連携強化）
○�市立病院の充実（健診・外来棟建設工事、全身
麻酔装置などの備品の整備）
○�救急医療体制の充実（救急情報の的確な把握と
提供、休日急病診療事業など）

【社会福祉の充実したまちに】� 85億2,917万円
○�福祉の環境整備（第二次保健福祉総合計画策定事業など）
○�地域福祉推進基盤の整備〔社会福祉協議会運営費補助事業、福
祉センター事業（指定管理料等）、民生委員・保護司関係費など〕

○自立と社会参加の促進（老人福祉館運営費）
○�在宅サービスの充実とサービス基盤の整備（老人福
祉関係事務事業、在宅高齢者支援事業、老人福祉施設
整備・措置関係費、介護予防・地域支え合い事業など）

○�安心できる生活基盤の確保（高齢者住宅維持管理経費）
○�生きがいに満ちた生活の実現（成年後見制度等
利用者支援事業、老人福祉週間事業、シルバー
人材センター運営費補助事業など）
○�障害者（児）の生活支援（心身障害者福祉関係事務事業、心身
障害者福祉手当等関係事業、自立支援給付等事業、心身障害
者団体等市補助事業、在宅心身障害者ヘルプ事業など）
○�障害者（児）の社会参加と自立の支援〔障害者就
労支援センター事業委託（チャレンジ実習含む）、
地域生活支援事業、障害者相談支援事業など〕
○�保育事業の充実（第一〜第五保育所運営、第六保育所指定
管理料、私立保育所運営委託、認証保育所運営等補助、認定
こども園運営費等補助、民間保育所振興費補助事業など）

○�子育て支援サービスの充実（子ども手当、乳幼児医
療費・義務教育就学児医療費助成、ファミリー・サ
ポート・センター運営事業、子ども家庭支援センタ
ー運営事業、緊急ショートステイ事業委託など）
○�子どもの健全育成事業の充実〔児童館運営事業、学童ク
ラブ運営・整備事業（民間学童クラブ運営委託等含む）〕

○�ひとり親家庭の支援（ひとり親家庭ホームヘルプサ
ービス事業委託、ひとり親家庭等医療費助成など）
○�低所得者福祉の充実（生活保護事業、生活保護
就労支援員の配置など）

【社会保険制度の充実したまちに】� 19億458万円
○�国民健康保険事業特別会計繰出金
○後期高齢者医療特別会計繰出金
○介護保険特別会計繰出金など

の柱

2 健康で安心して暮らせる
おもいやりのあるまちづくり

113億7,674万円

【誰もがいきいきと学び続けられるまちに】� 502万円
○�生涯学習推進事業の充実（宅配便講座、子ども
100ポイントラリー、ICカレッジの運営）
○生涯学習の機会の充実（学校開放事業）
【子どもたちの生きる力と心を育てるまちに】
� 29億4,693万円
○�幼児教育に対する援助（私立幼稚園就園奨励費
補助、保護者負担軽減補助など）
○�教育内容の充実（教育指導に関する経費、教育
相談運営に関する経費など）
○�教員研修と教育資料の充実（教育研究・研修、
教育指導行事に関する経費など）
○�学校施設・設備の充実（稲城第七小学校・稲城第三中学
校体育館大規模改修工事、小・中学校管理運営など）

○�学校給食の充実〔学校給食共同調理場管理運営、
調理運営（調味料補助など）〕
○�学校施設の買取（ニュータウン内小・中学校な
どの買取事業）
○�青少年育成環境の整備（稲城ふれあいの森運営、
青少年育成地区委員会関係費、成人式経費など）
○�青少年の社会参加の促進（青少年指導者養成事
業など）

【学習やスポーツを通じたふれあいのあるまちに】
� ９億7,317万円
○�生涯学習の拠点としての社会教育基盤の整備充
実（

あい

プラザ整備運営事業）
○�公民館事業などの充実（社会教育活動振興、公
民館主催事業、視聴覚教育事業など）
○�図書館サービス事業の充実（中央図書館等運営、城山体
験学習館管理運営、赤ちゃんへの絵本支援事業など）

○�スポーツ・レクリエーション活動の振興（スボ
ーツ教室、体力づくり運動推進、市民体育大会
運営、市民プール運営、市立公園内運動施設管
理運営、国民体育大会関係経費など）
○公共施設の弾力的運営（体育館個人開放など）
【歴史と文化を大切にするまちに】� 1,312万円
○�文化・芸術活動の推進と支援（Ｉのまちいなぎ
市民祭事業文化祭・芸術祭部門補助金、サロン
コンサート補助金など）
○�文化財保護思想の普及（文化財講座、郷土資料
室の展示公開）
○�文化財資料の収集と調査（文化財調査報告書等
印刷など）

の柱

3 共に学びふれあいのある
まちづくり

39億3,824万円

【安全なまちに】� ３億5,805万円
○�防災対策の推進（災害対策備蓄資機材事業、家
具転倒防止器具助成事業、コミュニティ防災セ
ンター管理業務、自主防災組織育成事業など）
○�交通安全対策の推進（交通安全意識の普及・啓発、
放置自転車対策の推進、街路灯・防犯灯整備管
理など）
○�防犯対策の充実（横断幕・チラシ作成、多摩稲
城防犯協会負担金など）
○�消防・救急体制の充実（消防施設・設備の充実、
消防団関係経費、緊急消防援助隊関東ブロック
合同訓練負担金など）

【共生のまちに】� 16億4,479万円
○�環境との共生（環境管理事務、まちをきれいに
する市民条例に関する経費、清掃思想普及事業、
し尿収集運搬処理事業など）
○�循環型社会づくり（ごみ減量再資源化推進事業、
塵
じん

芥
か い

収集運搬処理事業、多摩川衛生組合し尿処
理負担金など）
○公害の抑制（公害対策事業など）
【快適なまちに】� ６億2,362万円
○�住宅・住環境の向上（高齢者住宅改修費助成など）
○上水道の安定供給
○下水道事業特別会計繰出金
○�下水道整備区域の拡大（第三期公共下水道事業、
流域下水道事業）
○下水道の適切な維持管理

の柱

4 環境にやさしく
安全で快適なまちづくり

26億2,646万円

【安心して暮らせるまちに】� 28億3,637万円
○�計画的な土地利用の推進（都市計画審議会）
○�土地利用の適切な運用（生産緑地地区都市計画
変更図書作成委託）
○�市街地の整備（榎戸、矢野口駅周辺、稲城長沼駅周辺、南多
摩駅周辺、南山東部・上平尾・小田良土地区画整理事業）
○�体系的な道路網の整備（多７・４・５号線整備、
生活道路の整備、道路維持補修など）
○鉄道交通の充実（南武線連続立体交差事業）
○バス交通の充実（

あい

バスの運行）
○�河川・水路の整備と保全（排水門管理・雨水排
水ポンプ場管理・公水路等浚

しゅん

渫
せ つ

など）
【うるおいとゆとりのあるまちに】�３億1,873万円
○�公園の整備（上谷戸緑地体験学習館等指定管理
料、市内公園等整備など）
○緑地の整備、創出（自然環境保全緑化推進事業など）
○みちを楽しむまちづくり（三沢川側道照明設置工事）
○�稲城らしさのあるまちなみの形成景観ガイドライン策定委託

の柱

5 水と緑につつまれた
やすらぎのあるまちづくり

31億5,510万円

【身近で生活にとけこむ産業の振興】� １億4,589万円
○�都市における農業の支援（振興施策の確立、都
市農業の推進・育成・共存、環境保全型の農業
の推進など）
○�市民に親しまれる農業の推進（ファミリー農園、
農業体験農園開設等補助、給食野菜生産資材等
補助、農産物品評会経費など）
○�都市における近代的な工業・建設業の育成（小
口事業資金融資あっせん制度利子補給補助金、
信用保証料補助金など）
○活気にあふれた商業地（商店街振興経費など）
○�市民に親しまれる商業の育成〔商工会経費（補
助金）、Iのまちいなぎ市民祭事業産業まつり部
門補助金など〕
○�活力ある産業の育成（中小企業勤労者福祉サービス
センター事業、はつらつワーク稲城運営費補助事業）

○観光資源の創出（観光推進事業）
【豊かな地域生活のまちに】� 3,046万円
○�自立した消費生活の推進（消費生活関係事業）
○�消費生活の向上（生活資金融資あっせん事業、
消費者ルーム運営事業など）
○職場の確保（就労支援事業、緊急雇用対策事業）
【高度情報化社会に対応したまちに】� 3,439万円
○�情報を伝える手段の拡充〔ホームページ（パソコ
ン・携帯電話）運営経費、ケーブルテレビ番組「稲
城市のお知らせ」作成・放送委託〕

の柱

6 市民生活の活力を支える
にぎわいのあるまちづくり

２億1,074万円

注�）これらの課題別施策は、長期総合計画の項目に基づき抜
粋表記したものです。よって、項目毎の内容・金額などが
重複している場合があるとともに、全項目の合計は総予算
額とは異なります。

6つの柱第三次
長期総合計画

22年度予算
第三次
長期総合計画 6つの柱

△

問い合わせ　財政課財政係



22・4・15（3） 代表電話は378−2111

会議室の種類・使用料など

会議室の種類 使用料
（１時間）

使用可能人数
（机使用時の目安）

会議室（大） 750円 30人

会議室（中） 450円 24人

会議室（小） 300円 18人

※�使用者のうち、市民の方が半数に満たない場合
は使用料が２倍になります。

ご
利
用
く
だ
さ
い
！

　
地
域
振
興
プ
ラ
ザ

　

地
域
振
興
プ
ラ
ザ
は
、
産
業
の

振
興
、
雇
用
の
促
進
、
市
民
の
交

流
、
市
民
の
自
主
的
な
社
会
貢
献

活
動
や
市
民
活
動
の
支
援
、
男
女

共
同
参
画
社
会
形
成
の
促
進
を
図

る
拠
点
と
し
て
、
平
成
17
年
４
月

に
開
館
し
６
年
目
を
迎
え
ま
し

た
。
４
階
に
は
多
目
的
に
使
用
で

き
る
会
議
室（
左
表
参
照
）も
あ
り

ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

〈
１
階
〉

○
企
画
部
協
働
推
進
課

○
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

＝
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
市
民
活
動
団
体
、
こ

れ
か
ら
活
動
し
よ
う
と
す
る
人
を

支
援
し
ま
す
。

○
男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー
＝
男

女
共
同
参
画
社
会
実
現
の
た
め
の

活
動
拠
点
と
し
て
、
年
齢
、
性
別

を
問
わ
ず
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
コ
ー
ナ

ー
を
利
用
で
き
ま
す
。

○
キ
ッ
ズ
ル
ー
ム
＝
施
設
内
で
の

活
動
時
に
、
乳
幼
児
の
一
時
保
育

の
場
や
乳
幼
児
同
伴
の
市
民
を
含

む
グ
ル
ー
プ
活
動
の
場
と
し
て
も

利
用
で
き
ま
す
。

〈
２
階
〉

○
商
工
会
＝
市
内
の
産
業
（
商
工

業
）
の
振
興
、育
成
を
図
り
ま
す
。

〈
３
階
〉

○
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
＝
高

齢
者
の
健
康
増
進
と
生
き
が
い
を

目
的
に
就
業
機
会
を
提
供
し
、
地

域
の
発
展
に
貢
献
し
ま
す
。

○
中
小
企
業
勤
労
者
福
祉
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
（
Ｉ
Ｃ
Ｓ
）
＝
中
小

企
業
の
勤
労
者
及
び
事
業
主
の
福

利
厚
生
・
福
祉
向
上
を
図
り
ま
す
。

〈
４
階
〉

○
は
つ
ら
つ
ワ
ー
ク
稲
城
＝
お
お

む
ね
55
歳
以
上
の
方
の
職
業
紹
介

な
ど
就
職
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

○
会
議
室
（
大
・
中
・
小
）
＝
会

議
、
懇
親
会
、
面
接
・
研
修
会
場

な
ど
各
種
事
業
に
使
用
で
き
、
飲

食
も
可
能
で
す
。
た
だ
し
、
物
品

の
販
売
、
宣
伝
や
公
序
良
俗
に
反

す
る
行
為
、
大
き
な
音
や
振
動
が

出
る
行
為
な
ど
は
で
き
ま
せ
ん
。

▽
会
議
室
の
予
約
方
法　

電
話
な

ど
で
会
議
室
の
空
き
状
況
を
確
認

の
う
え
仮
予
約
し
、
使
用
申
請
書

を
協
働
推
進
課
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
使
用
申
請
書
は
協

働
推
進
課（
地
域
振
興
プ
ラ
ザ
内
）

で
配
布
し
て
い
ま
す
。
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手
で
き
ま
す
。

▽
会
議
室
利
用
時
間　

午
前
９
時

〜
午
後
10
時

▽
休
館
日	

毎
月
第
２
火
曜
日
・

年
末
年
始

▽
問
い
合
わ
せ	

協
働
推
進
課
協

働
推
進
係

　

ツ
ル
物
植
物
を
ネ
ッ
ト
に
は
わ

せ
、
室
内
へ
の
夏
の
熱
い
日
差
し

を
遮
る
こ
と
で
、
冷
房
の
効
率
化

を
図
る
「
緑
の
カ
ー
テ
ン
」
を
実

践
す
る
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま

す
。
モ
ニ
タ
ー
の
方
に
は
、
植
物

の
種
子
・
ネ
ッ
ト
・
園
芸
棒
・
腐

葉
土
を
配
布
し
、
実
践
の
結
果
を

写
真
・
ア
ン
ケ
ー
ト
で
報
告
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

▽
モ
ニ
タ
ー
期
間　

緑
の
カ
ー
テ

ン
設
置
後
〜
９
月
末
頃

▽
ツ
ル
物
植
物
の
種
子　

ア
サ
ガ

オ
、
ゴ
ー
ヤ
、
フ
ウ
セ
ン
カ
ズ
ラ

▽
募
集
世
帯
数	

100
世
帯

※
定
員
に
な
り
次
第
、
募
集
を
終

了
し
ま
す
。

▽
応
募
方
法	

電
話
で
名
前
・
住

所
・
電
話
番
号
・
希
望
資
材
を
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。案
内
と
種
子
、

資
材
引
換
チ
ケ
ッ
ト
を
送
付
し
ま

す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
提
出
ま
で
の
流

れ
は
、
同
封
の
案
内
を
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

▽
資
材
引
き
換
え
場
所　

東
京
南

募
集
し
ま
す

 

緑
の
カ
ー
テ
ン

モ
ニ
タ
ー

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
市
民
活
動
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
い
な
ぎ
で
は
、
市
民

活
動
な
ど
の
社
会
貢
献
活
動
に
携

わ
る
市
民
や
市
民
活
動
団
体
を
対

象
に
活
動
に
応
じ
た
ポ
イ
ン
ト
付

与
を
通
し
て
地
域
の
活
性
化
に
つ

な
げ
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
（
仮

称
）
社
会
貢
献
活
動
支
援
（
ポ
イ

ン
ト
）
制
度
を
策
定
す
る
会
議
を

立
ち
上
げ
ま
す
。
そ
こ
で
、
市
民

活
動
に
興
味
の
あ
る
方
で
制
度
の

名
称
、
対
象
事
業
、
ポ
イ
ン
ト
な

ど
の
還
元
方
法
な
ど
、
具
体
的
な

内
容
に
つ
い
て
協
議
に
参
加
を
し

て
い
た
だ
く
委
員
を
次
の
要
領
に

よ
り
募
集
し
ま
す
。

▽
対
象	

市
内
在
住
の
20
歳
以
上

で
、
市
民
活
動
に
興
味
の
あ
る
方

▽
募
集
人
員	

若
干
名

▽
応
募
方
法	

800
字
程
度
の
作
文

（
テ
ー
マ
「
市
民
活
動
を
活
性
化

し
、
住
み
よ
い
稲
城
を
作
る
に
は

ど
う
し
た
ら
よ
い
か
」
を
自
分
の

思
い
で
書
い
て
く
だ
さ
い
）
を
フ

ァ
ク
ス
ま
た
は
メ
ー
ル
で
応
募
し

て
く
だ
さ
い
。

▽
応
募
期
限	

４
月
30
日（
金
）

▽
応
募
・
問
い
合
わ
せ　

市
民
活

動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
い
な
ぎ

（
協
働
推
進
課
内
）
☎
378
・
２
１

１
２
、
☎
378
・
６
９
７
１

☎http://w
w
w
.i-inagi-suppo

rt.org/

委
員
を
募
集
し
ま
す

（
仮
称
）
社
会
貢

献
活
動
支
援
（
ポ

イ
ン
ト
）
制
度
策

定
会
議

登
録
者
募
集

稲
城
市
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

バ
ン
ク

　

市
内
の
外
国
人
登
録
者
数
も
千

人
を
越
え
、
市
内
で
は
外
国
か
ら

の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
受
け
入
れ
な

ど
、
様
々
な
国
際
交
流
活
動
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
市
に
は
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
を
受
け
入
れ
て
い
た
だ
け

る
方
の
事
前
登
録
制
度
「
稲
城
市

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
バ
ン
ク
」
が
あ
り
ま
す
。
皆
さ

ん
も
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
登
録

し
て
、
外
国
人
と
交
流
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

▽
内
容

○
市
や
市
教
育
委
員
会
が
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
の
受
け
入
れ
を
行
う
際
、

登
録
者
の
中
か
ら
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
の
候
補
者
を
選
び
、
連
絡
し

ま
す
。

○
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
内
容
や
条
件

に
つ
い
て
は
個
別
に
異
な
り
ま
す

の
で
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
へ
の

打
診
が
あ
っ
た
時
に
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

※
原
則
と
し
て
活
動
は
無
報
酬
と

し
、
市
に
よ
る
経
費
の
負
担
も
行

い
ま
せ
ん
。

▽
登
録
要
件

○
国
際
交
流
活
動
の
趣
旨
を
理
解

し
、
活
動
に
積
極
的
に
参
加
を
希

望
す
る
方

○
代
表
者
は
20
歳
以
上
で
、
市
内

に
在
住
し
家
族
全
員
の
同
意
を
得

て
い
る
方

○
部
屋
の
提
供
な
ど
快
適
で
安
全

に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
が
で
き
る
よ
う

環
境
づ
く
り
に
努
め
、
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
で
訪
れ
る
方
に
対
し
誠
意
を

も
っ
て
対
応
す
る
意
思
が
あ
る
方

▽
申
込
方
法	

稲
城
市
ホ
ス
ト
フ

ァ
ミ
リ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
申

込
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
登

録
申
込
書
は
協
働
推
進
課
（
地
域

振
興
プ
ラ
ザ
内
）
で
配
布
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
入
手
で
き
ま
す
。

※
登
録
時
に
い
た
だ
い
た
個
人
情

報
は
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
紹
介
以
外
の
目
的
に
は

使
用
し
ま
せ
ん
。

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

協

働
推
進
課
協
働
推
進
係

下
水
道
使
用
料
助

成
金
の
交
付
制
度

が
始
ま
り
ま
す

　

次
の
⑴
か
ら
⑶
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
方
を
構
成
員
と
し
、
そ

の
世
帯
構
成
員
全
員
の
市
民
税
が

非
課
税
の
世
帯
の
方
へ
、
申
請
に

よ
り
一
定
枚
数
の
指
定
ご
み
収
集

袋
を
無
料
交
付
し
ま
す
。

▽
対
象	

⑴
身
体
障
害
者
手
帳
の

交
付
を
受
け
て
い
る
方
で
、
そ
の

程
度
が
１
級
ま
た
は
２
級
の
方　

⑵
愛
の
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い

る
方
で
、
そ
の
程
度
が
１
度
ま
た

は
２
度
の
方　

⑶
精
神
障
害
者
保

険
福
祉
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い

る
方
で
、
そ
の
程
度
が
１
級
の
方

※
生
活
保
護
、
児
童
扶
養
手
当
、

特
別
児
童
扶
養
手
当
を
受
け
、
す

で
に
減
免
を
受
け
て
い
る
方
を
除

き
ま
す
。

▽
申
請
及
び
交
付
場
所　

環
境
課

※
代
理
人
に
よ
る
申
請
、
郵
送
申

請
も
受
け
付
け
ま
す
。
申
請
は
毎

年
必
要
で
す
。

▽
交
付
枚
数	

燃
え
る
ご
み
袋
＝

120
枚
、
燃
え
な
い
ご
み
袋
＝
30
枚

（
承
認
月
か
ら
来
年
の
3
月
分
ま

で
と
な
り
ま
す
の
で
、
承
認
月
に

よ
り
交
付
枚
数
が
変
わ
り
ま
す
）

▽
交
付
方
法	

申
請
、
審
査
、
承

認
後
原
則
と
し
て
そ
の
場
で
交
付

廃
棄
物
処
理
手
数

料
を
減
免
（
指
定

ご
み
収
集
袋
の
無

料
交
付
）
し
ま
す

　

市
民
税
が
非
課
税
の
世
帯
で
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
を

構
成
員
と
す
る
世
帯
に
属
す
る
方

は
、
申
請
に
よ
り
交
付
決
定
さ
れ

た
後
に
、
支
払
っ
た
使
用
料
の
一

部
（
基
本
使
用
料
）
が
助
成
さ
れ

ま
す
。

　

た
だ
し
、
既
に
減
免
を
受
け
て

▲アサガオの緑のカーテン

ご
み
袋
の

包
装
外そ

と

袋ぶ
く
ろ

が

変
わ
り
ま
し
た

　

市
指
定
の
家
庭
用
ご
み
袋
の
包

装
外
袋
が
小
さ
く
な
り
ま
し
た
。

よ
り
小
型
包
装
で
、
1
枚
ず
つ
取

り
出
し
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

今
月
以
降
、
旧
製
品
の
在
庫
が
無

く
な
り
次
第
、
順
次
各
取
扱
店
に

て
販
売
開
始
と
な
り
ま
す
。

※
特
小
袋
の
包
装
、
中
身
の
ご
み

袋
自
体
の
大
き
さ
と
形
は
変
更
あ

り
ま
せ
ん
。

▽
問
い
合
わ
せ	

環
境
課
ご
み
・

リ
サ
イ
ク
ル
係

▲

ご
み
袋
の
包
装
外
装

　市立病院の旧駐車場跡地に建設を予定して
います（仮称）健康プラザ及び健診・外来棟
建設工事が、22年度より始まり、平成24年
春の完成を目指しています。
　計画建物は、鉄筋コンクリート造り、地下
１階、地上２階建て、延べ床面積約6,500㎡
となっています。
　（仮称）健康プラザ側は、市民が誰でも利用
できるプールやトレーニングジム、また、憩
いの場としての「コミュニティー・ふれあい
センター」を設け、健診・外来棟側は、健康
診断や外来など市立病院機能の一部を移すこ
とを予定しています。また、運動施設と病院
とが隣接することから、双方で連携しながら
市民の健康増進を図ることも目的の一つとな
っています。
▽問い合わせ　市立病院 準備室　☎377−0 
9     31

（仮称）健康プラザ及び
健診・外来棟建設について

し
ま
す
。
ご
み
袋
の
持
ち
帰
り
が

困
難
な
場
合
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ	

環
境
課
ご
み
・

リ
サ
イ
ク
ル
係

い
る
方
は
除
き
ま
す
。

⑴
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受

け
て
い
る
方
で
、
そ
の
程
度
が
１

級
ま
た
は
２
級
の
方

⑵
愛
の
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い

る
方
で
、
そ
の
程
度
が
１
度
ま
た

は
２
度
の
方

⑶
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の

交
付
を
受
け
て
い
る
方
で
、
そ
の

程
度
が
１
級
の
方

※
手
続
き
の
詳
細
は
、
広
報
い
な

ぎ
23
年
１
月
15
日
号
で
お
知
ら
せ

す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
受
付
期

間
は
23
年
２
月
１
日
か
ら
２
月
28

日
ま
で
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ	

下
水
道
課
業
務

係

農
業
協
同
組
合
稲
城
支
店
（
東
長

沼
２
１
１
０
の
１
）

▽
応
募
・
問
い
合
わ
せ　

環
境
課

環
境
保
全
係

変更前

変更後



22・4・15 代表電話は378−2111 （4）

融資資金
種類 融資限度額 融資期間

運転資金 700万円 ５年以内
（300万円以下は3年以内）

設備資金 1,000万円 ７年以内
（500万円以下は5年以内）

緊急運転資金 400万円 ５年以内
開業資金 700万円 ７年以内

　

市
に
在
住
す
る
外
国
人
な
ど
の

高
齢
者
・
障
害
者
を
対
象
に
福
祉

給
付
金
の
支
給
を
行
い
ま
す
。
該

当
さ
れ
る
方
は
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

▽
対
象	

昭
和
61
年
３
月
31
日
以

前
か
ら
引
き
続
き
日
本
に
居
住
し

て
い
る
在
日
外
国
人
な
ど
の
う

ち
、
市
に
外
国
人
登
録
ま
た
は
住

民
登
録
を
し
て
い
る
方
で
、
次
の

①
②
の
す
べ
て
の
要
件
に
該
当
す

る
方

①
公
的
年
金
の
受
給
要
件
を
制
度

上
満
た
す
こ
と
が
で
き
な
い
方

②
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

⑴
大
正
15
年
４
月
１
日
以
前
に
生

ま
れ
た
方

⑵
昭
和
37
年
１
月
１
日
以
前
に
生

ま
れ
た
中
度
以
上
の
障
害
者
の
う

ち
、
昭
和
57
年
１
月
１
日
以
前
に

中
度
以
上
の
障
害
者
で
あ
っ
た
方

ま
た
は
同
日
以
後
中
度
以
上
の
障

害
者
と
な
っ
た
が
そ
の
初
診
日
が

同
日
前
の
方

⑶
昭
和
22
年
１
月
１
日
以
前
に
生

ま
れ
た
方
の
う
ち
、
昭
和
57
年
１

月
１
日
か
ら
昭
和
61
年
３
月
31
日

ま
で
の
間
に
中
度
以
上
の
障
害
者

と
な
っ
た
方
ま
た
は
昭
和
61
年
４

月
１
日
以
後
中
度
以
上
の
障
害
者

と
な
っ
た
が
そ
の
初
診
日
が
同
日

前
の
方

※
他
の
地
方
公
共
団
体
か
ら
こ
の

給
付
金
と
同
様
の
手
当
や
給
付
金

を
受
給
し
て
い
る
方
や
生
活
保
護

を
受
け
て
い
る
方
、
市
に
外
国
人

登
録
ま
た
は
住
民
登
録
を
し
た
日

か
ら
１
年
を
経
過
し
て
い
な
い
方

や
施
設
に
入
所
し
て
い
る
方
は
該

当
に
な
り
ま
せ
ん
。
詳
細
は
申
請

時
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
支
給
額	

月
額
１
万
円

※
申
請
方
法
な
ど
は
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

▽
申
請
・
問
い
合
わ
せ　

生
活
福

祉
課
地
域
福
祉
係

在
日
外
国
人
等
高
齢
者
・
障
害
者
の
方
へ

福
祉
給
付
金
を
支
給
し
ま
す

　

市
で
は
市
内
に
事
業
所
が
あ

り
、
継
続
し
て
１
年
以
上
事
業
を

営
ん
で
い
る
中
小
企
業
者
ま
た
は

市
内
に
事
業
所
を
開
業
し
よ
う
と

す
る
方
な
ど
に
対
し
、
必
要
な
資

金
を
融
資
あ
っ
せ
ん
し
ま
す
。

※
22
年
度
は
緊
急
経
済
対
策
と
し

て
、
本
制
度
を
利
用
し
た
場
合
の

信
用
保
証
料
補
助
率
が
10
分
の
10

と
な
り
ま
し
た
。

▽
融
資
資
金	

右
表
の
と
お
り

※
「
小
口
事
業
資
金
」
と
「
小
口

零
細
企
業
資
金
」
の
２
種
類
が
あ

り
、
条
件
が
異
な
り
ま
す
。
詳
し

く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▽
融
資
対
象	

市
税
が
賦
課
さ
れ
、

か
つ
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

で
次
に
該
当
す
る
方

運
転
資
金
・
設
備
資
金
・
緊
急
運

転
資
金

○
市
内
で
1
年
以
上
同
じ
事
業
を

営
み
、
か
つ
信
用
保
証
機
関
の
信

用
保
証
対
象
業
種
の
事
業
を
営
ん

で
い
る
方

※
緊
急
運
転
資
金
の
場
合
は
、
最

近
３
カ
月
ま
た
は
1
年
間
の
売
上

高
ま
た
は
生
産
額
が
、
前
年
・
２

年
前
・
３
年
前
の
い
ず
れ
か
の
年

の
同
期
と
比
較
し
て
３
％
以
上
減

少
し
て
い
る
こ
と

開
業
資
金

○
市
内
に
１
年
以
上
住
所
を
有
し

て
い
る
方
で
、
か
つ
信
用
保
証
機

関
の
信
用
保
証
対
象
業
種
の
事
業

を
開
業
し
よ
う
と
す
る
方
若
し
く

は
開
業
後
1
年
未
満
の
方

※
資
金
の
融
資
あ
っ
せ
ん
は
随
時

行
っ
て
い
ま
す
。
融
資
利
率
・
補

助
率
な
ど
に
つ
い
て
は
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

▽
申
請
・
問
い
合
わ
せ　

経
済
課

商
工
係

木
曜
日
も
行
い
ま
す

消
費
者
相
談

　

消
費
者
相
談
は
、
木
曜
日
を
除

く
平
日
４
日
間
で
し
た
が
、
４
月

１
日
か
ら
、
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

ま
で
の
平
日
５
日
間
に
拡
大
し
ま

し
た
。

　

訪
問
販
売
で
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
は
、
消
費
者
相

談
室
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

稲
城
市
消
費
者
相
談
室

▽
所
在
地	

百
村
２
１
１
１　

パ

ル
シ
ス
テ
ム
生
活
協
同
組
合
連
合

会
ビ
ル
３
階　

稲
城
市
消
費
者
ル

ー
ム
内

▽
相
談
日	

月
〜
金
曜
日（
祝
日
、

年
末
年
始
を
除
く
）

▽
相
談
時
間	

午
前
10
時
〜
正
午
、

午
後
１
時
〜
３
時

▽
相
談
電
話	

☎
378
・
３
７
３
８

▽
相
談
員	

消
費
生
活
相
談
員

▽
問
い
合
わ
せ　

経
済
課
消
費
生

活
係

教育・出産・
住宅資金の
融資あっせん

　

市
で
は
、
教
育
（
入
学
金
・
授

業
料
な
ど
）・
出
産
（
分
娩
・
入

院
費
用
な
ど
）・
住
宅
〔
増
改
築

な
ど
（
耐
震
補
強
・
ア
ス
ベ
ス
ト

除
去
工
事
を
含
む
）〕
資
金
の
調

達
を
予
定
す
る
方
に
、
取
扱
金
融

機
関
へ
の
融
資
あ
っ
せ
ん
と
金
利

の
補
助
を
し
ま
す
。

※
対
象
は
、
所
得
制
限
な
ど
一
定

の
条
件
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▽
融
資
限
度
額
（
返
済
期
間
）

有
料
に
な
り
ま
す

フ
ァ
ミ
リ
ー
農
園
及

び
農
家
開
設
型
市
民

農
園
の
利
用
料
金

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
農
園
及
び
農
家
開

設
型
市
民
農
園
の
利
用
料
金
が
、

次
の
よ
う
に
有
料
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
利
用
料
金
の
支
払
い
方
法

に
つ
い
て
は
、
当
選
者
の
方
に
４

月
下
旬
頃
通
知
し
ま
す
。

▽
利
用
料
金	

フ
ァ
ミ
リ
ー
農
園

（
う
し
ろ
む
ら
農
園
ほ
か
10
園
）

年
５
５
０
０
円
／
１
区
画
（
５
月

１
日
か
ら
23
年
３
月
31
日
ま
で
の

期
間
）、
農
家
開
設
型
市
民
農
園

（
大
丸
農
園
）
年
５
５
０
０
円
／

１
区
画
（
５
月
１
日
か
ら
23
年
２

月
28
日
ま
で
の
期
間
）

▽
問
い
合
わ
せ	

経
済
課
農
政
係

東
京
法
務
局

登
記
電
話
相
談
室

の
ご
案
内

　

東
京
法
務
局
で
は
、
４
月
５
日

（
月
）か
ら
登
記
電
話
相
談
室
（
☎

03
・
５
９
１
３
・
２
５
２
５
）
を

開
設
し
て
い
ま
す
。

▽
取
扱
業
務	

東
京
都
特
別
区
内

（
23
区
内
）
に
あ
る
当
局
出
張
所

（
本
局
を
除
く
）
に
登
記
の
申
請

を
す
る
に
あ
た
っ
て
の
電
話
相
談

※
東
京
都
特
別
区
内
（
23
区
内
）

に
あ
る
当
局
出
張
所
（
本
局
を
除

く
）
で
は
、
取
扱
業
務
以
外
の
用

件
（
管
轄
、
地
番
照
会
な
ど
）
に

関
す
る
お
電
話
の
み
承
り
ま
す
。

▽
相
談
受
付
期
日
・
時
間　

平
日

（
月
〜
金
曜
日
）・
午
前
８
時
30
分

〜
午
後
５
時

▽
相
談
先
・
問
い
合
わ
せ	

東

市民税・都民税の徴収方法が
変更になります

　

21
年
10
月
か
ら
、
公
的
年
金
か

ら
の
特
別
徴
収
制
度
（
公
的
年
金

の
所
得
に
係
る
市
民
税
・
都
民
税

の
年
金
か
ら
引
き
落
と
し
）
が
開

始
さ
れ
、
65
歳
以
上
の
方
の
公
的

年
金
の
所
得
に
係
る
税
額
は
公
的

年
金
か
ら
徴
収
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
（
加
え
て
給
与
に
係
る

税
額
が
あ
る
方
は
、
給
与
か
ら
の

特
別
徴
収
と
公
的
年
金
か
ら
の
特

別
徴
収
と
な
り
ま
す
）。

　

し
か
し
な
が
ら
こ
の
制
度
開
始

に
伴
い
、
65
歳
未
満
の
方
は
、
公

的
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
の
対
象

と
な
ら
な
い
た
め
、
給
与
に
係
る

税
額
は
給
与
か
ら
特
別
徴
収
、
公

的
年
金
に
係
る
税
額
は
普
通
徴
収

（
銀
行
な
ど
に
出
向
き
自
分
で
納

め
る
）
で
納
め
て
い
た
だ
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

22
年
度
か
ら
は
こ
の
65
歳
未
満

の
公
的
年
金
と
給
与
が
あ
る
方

は
、
公
的
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収

が
開
始
さ
れ
る
前
の
20
年
度
と
同

様
に
公
的
年
金
に
係
る
税
額
も
給

与
と
合
算
し
て
特
別
徴
収
と
な
り

ま
す
。

※
21
年
度
と
同
様
に
給
与
に
係
る

税
額
は
給
与
か
ら
特
別
徴
収
、
公

的
年
金
に
係
る
税
額
は
普
通
徴
収

ち
ょ
こ
っ
と
共
済

　

ち
ょ
こ
っ
と
共
済
（
交
通
災
害

共
済
）
は
、
加
入
者
が
交
通
事
故

に
あ
っ
た
際
に
、
入
・
通
院
日
数

に
応
じ
て
見
舞
金
を
受
け
ら
れ
る

共
済
の
制
度
で
す
。
加
入
申
込
書

付
き
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
１
月

下
旬
に
各
家
庭
に
配
布
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
届
い
て
い
な
く
て
加
入

し
た
い
方
は
、
市
民
課
、
平
尾
・

若
葉
台
出
張
所
、
市
内
金
融
機
関

窓
口
に
て
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

Ａ
・
Ｂ
の
２
コ
ー
ス
か
ら
選
べ
ま

す
。

▽
内
容　

Ａ
コ
ー
ス
＝
年
額
千
円

で
最
高
300
万
円
の
見
舞
金
、
Ｂ
コ

ー
ス
＝
年
額
500
円
で
最
高
150
万
円

の
見
舞
金

▽
共
済
期
間　

４
月
１
日
〜
23
年

３
月
31
日
（
４
月
１
日
以
降
の
加

入
は
、
加
入
申
込
日
の
翌
日
か
ら

と
な
り
ま
す
）

※
年
度
途
中
の
加
入
も
可
能
で

す
。

▽
加
入
で
き
る
方　

共
済
期
間
の

開
始
日
に
市
に
住
民
登
録
・
外
国

人
登
録
を
し
て
い
る
方
、
ま
た
は

会
員
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
る

方
で
就
学
の
た
め
市
外
に
転
出
し

て
い
る
方

※
次
の
方
は
公
費
（
市
）
負
担
で

加
入
（
Ｂ
コ
ー
ス
）
の
た
め
申
し

込
み
は
不
要
で
す
が
、
Ａ
コ
ー
ス

に
変
更
さ
れ
る
場
合
は
、
申
し
込

み
手
続
き
が
必
要
で
す
。　

①
未

就
学
児　

②
小
・
中
学
生
（
４
月

１
日
現
在
）　

③
身
体
障
害
者
手

帳
、
愛
の
手
帳
、
精
神
障
害
者
保

健
福
祉
手
帳
の
い
ず
れ
か
を
お
持

ち
の
方
で
、
市
に
届
け
出
を
さ
れ

て
い
る
方
（
市
長
の
指
定
す
る
施

設
に
入
所
し
て
い
る
者
は
除
く
）

④
消
防
団
員　

⑤
70
歳
以
上
の
方

（
４
月
１
日
現
在
）　

⑥
交
通
安
全

協
会
の
役
員

▽
申
し
込
み　

市
民
課
、
平
尾
・

若
葉
台
出
張
所
、
市
内
の
金
融
機

関
〔
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
（
郵
便
局
）

を
除
く
〕

※
加
入
し
て
い
る
方
で
交
通
事
故

に
あ
っ
た
時
に
は
、
ど
ん
な
小
さ

な
事
故
（
自
転
車
の
単
独
事
故
な

ど
）
で
も
、
直
ち
に
警
察
署
へ
届

け
出
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ　

市
民
課
市
民
窓

口
係

○
教
育
資
金
＝
100
万
円
（
５
年
以

内
）

○
出
産
資
金
＝
50
万
円
（
３
年
以

内
）

○
住
宅
資
金
＝
300
万
円
（
５
年
以

内
）

▽
融
資
利
率
（
２
・
８
％
）

○
本
人
負
担
＝
０
・
988
％

○
市
補
助
＝
１
・
812
％

※
教
育
資
金
と
、
稲
城
市
木
造
住

宅
耐
震
診
断
助
成
制
度
で
耐
震
診

断
を
受
け
て
耐
震
補
強
改
修
工
事

を
行
う
住
宅
資
金
の
融
資
あ
っ
せ

ん
は
、
各
年
度
の
本
人
負
担
利
息

が
２
千
円
以
上
の
時
は
、
緊
急
経

済
対
策
と
し
て
23
年
度
ま
で
、
各

年
度
、
本
人
負
担
利
率
が
２
分
の

１
（
０
・
988
％
→
０
・
494
％
）
に

軽
減
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
金
融

機
関
に
０
・
988
％
の
本
人
負
担
利

率
を
お
支
払
い
い
た
だ
き
、
各
年

度
末
に
、
市
に
対
し
て
利
率
０
・

494
％
分
を
ご
請
求
い
た
だ
く
手
続

き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

▽
申
請
・
問
い
合
わ
せ　

経
済
課

消
費
生
活
係

中小企業の皆さんへ

小口事業資金など
融資あっせん制度

の紹介

ご利用ください

教育・出産・
住宅資金の
融資あっせん

ち
ょ
こ
っ
と
共
済

東
京
都
市
町
村
民

交
通
災
害
共
済

で
納
め
た
い
場
合
は
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

※
給
与
に
係
る
税
額
を
普
通
徴
収

で
納
め
て
い
る
方
は
、
変
更
あ
り

ま
せ
ん
。

▽
問
い
合
わ
せ　

課
税
課
市
民
税

係

65歳未満で公的年金を
受給している方へ

京
法
務
局　

☎
03
・
５
９
１
３
・

２
５
２
５
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子
ど
も
手
当

新
規
申
請
の
受
付
が

始
ま
り
ま
す

稲
城
市
住
民
の

生
活
実
態
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
結
果
報
告
書
が

で
き
ま
し
た

　

昨
年
10
月
に
行
わ
れ
た
稲
城
市

住
民
の
生
活
実
態
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
し
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を

ま
と
め
た
報
告
書
が
出
来
上
が
り

ま
し
た
。
調
査
を
実
施
し
た
東
京

大
学
文
学
部
社
会
学
研
究
室
か

ら
、
同
報
告
書
を
提
供
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
市
役
所
１
階
行
政

情
報
コ
ー
ナ
ー
、
各
図
書
館
で
閲

覧
で
き
ま
す
。
ま
た
、
概
要
版
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
高
齢
福
祉
課
介
護

参
加
者
募
集

転
倒
骨
折予

防
教
室

　

転
倒
に
よ
る
骨
折
は
「
寝
た
き

り
」
の
原
因
に
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
転
倒
を
予
防
す
る
た
め
に

は
、
筋
力
や
バ
ラ
ン
ス
能
力
を
向

上
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
参

加
者
か
ら
は
「
身
体
が
軽
く
な
っ

た
」「
教
室
を
き
っ
か
け
に
体
を

動
か
す
よ
う
に
な
っ
た
」
な
ど
の

声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ

ん
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
対
象	

お
お
む
ね
65
歳
以
上

▽
期
間	

５
月
14
日
〜
７
月
16
日

の
毎
週
金
曜
日
（
全
10
回
）

▽
時
間	

午
前
９
時
30
分
〜
11
時

▽
会
場	

保
健
セ
ン
タ
ー

▽
定
員	

15
人
（
抽
選
）

※
初
め
て
の
方
を
優
先
し
ま
す
。

▽
申
込
方
法	

電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限	

４
月
26
日（
月
）

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

高

齢
福
祉
課
地
域
支
援
係

　ひとり親家庭の児童・生徒が
小学校または中学校へ入学する
ために必要な費用の一部を援助
します。
▽対象　次のすべてに該当する
世帯　①市内に住所を有する母
子・父子世帯で、小・中学校に
入学する児童・生徒がいる世帯
②20歳以上の子供がいない世
帯　③21年度の市民税が非課
税の世帯
※生活保護受給世帯を除く。
▽援助額　小学校＝３万9,500
円、中学校＝４万6,100円
▽申請方法　生活福祉課にある
所定の申請書に、入学証明書（市
内の小・中学校の場合は不要）
と21年度の市民税非課税証明
書を添えて提出してください。
▽申請期限　５月14日（金）
▽申請・問い合わせ　生活福祉
課地域福祉係

　

子
ど
も
手
当
の
申
請
案
内
を
４

月
下
旬
に
郵
送
し
ま
す
。
対
象
に

な
る
方
で
、
４
月
中
に
届
か
な
い

方
は
、
子
育
て
支
援
課
に
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▽
対
象（
新
規
申
請
が
必
要
な
方
）

所
得
制
限
な
ど
に
よ
り
児
童
手
当

を
受
給
し
て
い
な
い
方
や
、
４
月

１
日
以
降
、
中
学
２
・
３
年
生
の

児
童
を
養
育
し
て
い
る
方

※
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ま
た
は
広
報
い
な
ぎ
４
月
１
日
号

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
新
規
申
請
に
必
要
な
も
の　

①

申
請
書　

②
印
鑑
（
認
印
可
）　

③
申
請
者
本
人
名
義
の
金
融
機
関

（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
を
除
く
）
の
口

座
番
号
が
分
か
る
も
の
（
通
帳
な

ど
）　

④
厚
生
年
金
な
ど
に
加
入

し
て
い
る
方
は
、
申
請
者
本
人
の

保
険
証
の
コ
ピ
ー
（
保
険
証
の
コ

ピ
ー
で
代
用
で
き
な
い
場
合
は
、

勤
め
先
で
年
金
加
入
証
明
書
の
発

行
を
受
け
て
く
だ
さ
い
）

※
そ
の
他
、
ご
家
族
に
外
国
籍
の

方
が
い
る
場
合
や
お
子
さ
ん
と
別

居
し
て
い
る
場
合
は
、
別
に
必
要

な
書
類
が
あ
り
ま
す
の
で
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▽
申
請
書　

申
請
書
は
郵
送
す
る

案
内
に
同
封
し
て
い
ま
す
。
市
役

所
子
育
て
支
援
課
窓
口
ま
た
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手
で
き

ま
す
。

▽
申
請
方
法	

子
育
て
支
援
課
に

郵
送
（
案
内
に
同
封
さ
れ
て
い
る

返
信
用
封
筒
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
）
ま
た
は
市
役
所
に
持
参
し
て

く
だ
さ
い
（
下
記
の
一
斉
受
付
期

間
中
は
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー
に

て
、
そ
れ
以
外
の
期
間
は
市
役
所

２
階
子
育
て
支
援
課
窓
口
で
受
け

付
け
ま
す
）。

▽
申
請
期
限
・
支
給
開
始
月　

①

４
月
１
日
に
対
象
年
齢
の
児
童
を

養
育
し
て
い
て
、
か
つ
今
回
初
め

て
対
象
に
な
る
方
は
、
９
月
30
日

ま
で
に
申
請
す
れ
ば
、
遡
っ
て
４

月
分
か
ら
の
子
ど
も
手
当
が
受
給

で
き
ま
す
。
②
そ
の
他
の
場
合
、

申
請
し
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月

分
か
ら
の
支
給
に
な
り
ま
す
（
た

だ
し
、
申
請
が
転
入
・
出
生
の
翌

月
に
な
っ
た
場
合
で
、
転
入
・
出

生
の
翌
日
か
ら
15
日
以
内
の
申
請

で
あ
れ
ば
、
転
入
・
出
生
日
の
属

す
る
月
の
翌
月
分
か
ら
の
支
給
に

な
り
ま
す
）。

▽
一
斉
受
付
期
間　

４
月
下
旬
〜

５
月
上
旬
（
正
式
な
日
程
は
個
別

通
知
ま
た
は
広
報
い
な
ぎ
５
月
１

日
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

※
こ
の
期
間
に
受
け
付
け
た
申
請

に
つ
い
て
は
、
６
月
に
４
・
５
月

分
の
子
ど
も
手
当
を
支
払
い
ま
す

次
世
代
育
成
支
援
行

動
計
画
・
後
期
行
動

計
画
を
策
定
し
ま
し

た
　

市
で
は
、
平
成
17
年
３
月
に
策

定
し
た
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計

画
・
前
期
行
動
計
画
の
期
間
終
了

に
あ
た
り
、
22
年
度
か
ら
５
カ
年

の
後
期
行
動
計
画
の
策
定
を
し
ま

し
た
。
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
稲

城
市
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画

策
定
委
員
会
を
発
足
し
検
討
を
重

ね
、
平
成
21
年
１
月
に
ニ
ー
ズ
調

査
を
実
施
し
、
平
成
22
年
１
月
か

ら
２
月
に
計
画
素
案
に
つ
い
て
市

民
懇
談
会
や
意
見
公
募
を
実
施
し

て
き
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
ご
意

見
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

計
画
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

市
役
所
、
各
図
書
館
で
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。
計
画
の
概
要
版
に
つ

い
て
は
、
子
育
て
支
援
課
で
配
付

し
て
い
ま
す
。

▽
後
期
行
動
計
画
の
重
点
取
組

１　

親
子
が
集
い
交
流
す
る
ひ
ろ

ば
事
業
の
推
進

２　

安
心
か
つ
気
軽
な
相
談
体
制

の
充
実

３　

待
機
児
童
の
解
消
と
多
様
化

す
る
保
育
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応

４　

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
の

推
進

５　

地
域
で
の
体
験
活
動
の
推
進

６　

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
の
普
及
・
啓
発

７　

児
童
虐
待
の
予
防
・
防
止

８　

障
害
や
発
達
の
遅
れ
の
あ
る

子
ど
も
へ
の
支
援

９　

学
校
教
育
の
充
実

▽
問
い
合
わ
せ　

子
育
て
支
援
課

保
育
係

保
育
計
画
を

策
定
し
ま
し
た

　

市
で
は
、
平
成
19
年
３
月
に
策

定
し
た
保
育
計
画
の
期
間
終
了
に

稲
城
市
フ
ァ
ミ
リ

ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
事
業
の

ご
案
内

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
事
業
は
、
子
育
て
の
援
助

を
受
け
た
い
方
（
利
用
会
員
）
と

援
助
を
行
い
た
い
方（
活
動
会
員
）

が
会
員
と
な
り
、
地
域
の
子
育
て

を
支
援
す
る
も
の
で
す
。
登
録
受

付
や
会
員
の
派
遣
調
整
な
ど
は
随

時
行
っ
て
い
ま
す
。

▽
対
象	

利
用
会
員
＝
生
後
４
カ

月
か
ら
小
学
校
３
年
生
ま
で
の

方
、
活
動
会
員
＝
20
歳
以
上
の
方

▽
活
動
時
間	

午
前
６
時
〜
午
後

10
時

▽
活
動
場
所	

原
則
と
し
て
活
動

会
員
宅

▽
活
動
の
内
容	

①
保
育
園
・
幼

稚
園
な
ど
へ
の
子
ど
も
の
送
迎　

②
保
育
園
・
幼
稚
園
な
ど
へ
の
登

園
前
・
降
園
後
に
子
ど
も
を
預
か

る
こ
と　

③
学
校
の
放
課
後
・
学

童
ク
ラ
ブ
の
終
了
後
に
子
ど
も
を

預
か
る
こ
と
な
ど

▽
利
用
料	

１
時
間
900
円
〜
１
１

０
０
円

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

フ

ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ

ー
（
社
会
福
祉
協
議
会
内
）　

☎

378
・
５
５
５
１

　

国
民
健
康
保
険
税
の
お
支
払
い

方
法
は
納
付
書
払
い
の
ほ
か
、
口

座
振
替
と
年
金
天
引
き
が
あ
り
ま

す
。
年
金
天
引
き
の
対
象
要
件
に

該
当
さ
れ
る
方
は
、
口
座
振
替
ま

た
は
年
金
天
引
き
の
い
ず
れ
か
を

選
択
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

年
金
天
引
き
の
対
象
要
件

　

65
歳
〜
74
歳
の
世
帯
主
の
方

で
、
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

①
世
帯
主
が
国
民
健
康
保
険
の
被

保
険
者
の
方　

②
世
帯
内
の
国
民

健
康
保
険
の
被
保
険
者
の
方
全
員

が
65
歳
以
上
の
方　

③
年
金
天
引

き
の
対
象
と
な
る
年
金
の
年
額
が

18
万
円
以
上
で
あ
り
、
国
民
健
康

保
険
税
と
介
護
保
険
料
の
合
計
額

が
、
年
金
額
の
２
分
の
１
を
超
え

な
い
方

年
金
天
引
き
の

要
件
に
該
当
す
る
方

○
納
付
書
で
お
支
払
い
の
方

10
月
か
ら
年
金
天
引
き
に
切
り
替

わ
り
ま
す
（
７
月
・
８
月
・
９
月

は
納
付
書
払
い
で
す
）。
口
座
振

替
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
７
月

30
日（
金
）ま
で
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

○
口
座
振
替
で
お
支
払
い
の
方

10
月
以
降
も
口
座
振
替
が
継
続
し

ま
す
。
年
金
天
引
き
を
希
望
さ
れ

る
場
合
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
年
金
天
引
き
で
お
支
払
い
の
方

年
金
天
引
き
が
継
続
し
ま
す
。
４

月
・
６
月
・
８
月
の
支
払
い
額
は
、

２
月
に
天
引
き
さ
れ
た
額
と
同
じ

金
額
で
す
。
平
成
21
年
度
国
民
健

康
保
険
税
賦
課
決
定
通
知
書
の

「
翌
年
度
（
仮
徴
収
）」
欄
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。
口
座
振
替
へ
の
切

り
換
え
を
ご
希
望
の
場
合
は
、
５

月
15
日（
土
）ま
で
に
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

年
金
天
引
き
の

要
件
に
該
当
し
な
い
方

　

納
付
書
払
い
ま
た
は
口
座
振
替

の
い
ず
れ
か
に
な
り
ま
す
。
年
金

国
民
健
康
保
険
税
の

お
支
払
い
方
法
に
つ

い
て

（
年
金
天
引
き
・

口
座
振
替
の
選
択
）

ひとり親家庭
入学費用の一部を援助

天
引
き
で
お
支
払
い
の
方
が
、
要

件
に
該
当
さ
れ
な
く
な
っ
た
場
合

は
、
納
付
書
払
い
ま
た
は
口
座
振

替
に
切
り
替
わ
り
ま
す
。

お
支
払
い
回
数

　

お
支
払
い
方
法
に
よ
り
、
お
支

払
い
回
数
が
異
な
り
ま
す
。
納
付

書
払
い
ま
た
は
口
座
振
替
の
場
合

は
、
７
月
・
８
月
・
９
月
・
10
月
・

11
月
・
12
月
・
１
月
・
２
月
・
３

月
の
９
回
払
い
と
な
り
ま
す
。
年

金
天
引
き
の
場
合
は
、
４
月
・
６

月
・
８
月
・
10
月
・
12
月
・
２
月

の
６
回
払
い
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
10
月
か
ら
年
金
天
引
き

に
切
り
替
わ
る
場
合
、
７
月
・
８

月
・
９
月
の
３
回
は
納
付
書
払
い

ま
た
は
口
座
振
替
、
10
月
・
12
月
・

あ
た
り
、
22
年
度
か
ら
５
カ
年
の

保
育
計
画
の
策
定
を
し
ま
し
た
。

保
育
計
画
は
保
育
所
入
所
待
機
児

童
数
が
50
人
を
超
え
た
こ
と
に
よ

り
、
計
画
策
定
義
務
化
対
象
市
と

な
り
、
認
可
保
育
所
の
待
機
児
童

を
解
消
し
、
増
加
す
る
多
様
な
保

育
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
計
画
を
策

定
す
る
も
の
で
す
。

　

計
画
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま

た
は
子
育
て
支
援
課
で
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ	

子
育
て
支
援
課

保
育
係

２
月
の
３
回
は
年
金
天
引
き
の
、

６
回
払
い
と
な
り
ま
す
。

　

お
支
払
い
方
法
の
変
更
に
よ

り
、
お
支
払
い
回
数
が
変
わ
り
ま

す
が
、
全
体
の
税
額
に
変
更
は
あ

り
ま
せ
ん
。

口
座
振
替
の
手
続
き

　

口
座
振
替
の
申
請
は
、
国
民
健

康
保
険
係
窓
口
（
市
役
所
１
階
５

番
）
に
て
、
預
金
口
座
振
替
依
頼

書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
ご
連

絡
い
た
だ
け
れ
ば
、
郵
送
で
の
お

手
続
き
も
で
き
ま
す
）。

　

平
成
22
年
度
国
民
健
康
保
険
税

賦
課
決
定
通
知
書
は
、
７
月
中
旬

の
発
送
予
定
で
す
。

▽
問
い
合
わ
せ　

保
険
年
金
課
国

民
健
康
保
険
係

（
た
だ
し
、
書
類
に
不
備
が
あ
っ

た
場
合
を
除
き
ま
す
）。

※
郵
送
で
申
請
さ
れ
た
場
合
、
一

斉
受
付
期
間
中
に
子
育
て
支
援
課

に
到
達
し
た
も
の
が
受
付
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
　
子
育
て
支
援
課
児
童
係

保
険
係
、平
尾
・
若
葉
台
出
張
所
、

各
文
化
セ
ン
タ
ー
で
配
布
し
て
い

ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲

載
し
て
い
ま
す
の
で
、
併
せ
て
ご

覧
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ	

高
齢
福
祉
課
介

護
保
険
係

　
子
ど
も
手
当
の
申
請
の

一
斉
受
付
を
行
い
ま
す
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S h u rt t e
シャッター

　

市
で
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
と

正
夢
の
会
に
「
障
害
者
に
対
す
る

相
談
支
援
事
業
」
を
委
託
し
て
い

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

▽
事
業
内
容　

①
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
情
報
提
供
・
相
談　

②
障

害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
申
請
援
助　

③
市
内
障
害
者
関
連
施
設
の
紹
介

④
福
祉
機
器
・
住
宅
改
修
等
の
利

用
助
言　

⑤
専
門
機
関
の
紹
介　

⑥
そ
の
他
障
害
福
祉
に
関
す
る
相

談▽
事
業
所
所
在
地

○
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
社
会
福
祉
協

議
会
）
＝
百
村
７　

☎
370
・
２
４

８
０
、
☎
379
・
３
７
２
２

○
マ
ル
シ
ェ
い
な
ぎ（
正
夢
の
会
）

＝
東
長
沼
２
１
０
７
の
３
ヒ
ル
テ

ラ
ス
稲
城
103
号
室　

☎
・
8　
379
・

９
２
３
４

▽
問
い
合
わ
せ	

障
害
福
祉
課
障

害
福
祉
係

障
害
者

相
談
支
援事

業

特殊疾病患者見舞金制度

　

身
体
障
害
者
手
帳
、
愛
の
手
帳

（
療
育
手
帳
）、
精
神
障
害
者
保
健

福
祉
手
帳
を
お
持
ち
の
方
は
、
民

営
バ
ス
（
市
内
循
環
バ
ス
＝

バ

ス
、
京
王
バ
ス
、
小
田
急
バ
ス
な

ど
）
を
ご
利
用
の
際
に
、
乗
務
員

に
手
帳
を
提
示
す
る
こ
と
で
運
賃

が
半
額
に
な
り
ま
す
。	

民
営
バ
ス

運
賃
割
引
制
度

　

支
給
認
定
開
始
日
〔
自
立
支
援

医
療
受
給
者
証
（
以
下
、
受
給
者

証
）
の
有
効
期
間
開
始
日
〕
が
４

月
１
日
以
降
と
な
る
更
新
申
請
を

さ
れ
る
際
に
は
、
診
断
書
の
提
出

が
、
原
則
不
要
と
な
り
ま
す
。

　
『
２
年
に
１
度
』
の
提
出
で
す

の
で
、
診
断
書
を
省
略
し
て
更
新

申
請
を
さ
れ
た
場
合
、
そ
の
次
年

度
の
更
新
申
請
の
際
に
は
、
診
断

書
の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

受
給
者
証
の
有
効
期
間
は
１
年

間
で
す
の
で
、
毎
年
、
更
新
申
請

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

自
立
支
援
医
療
受
給

者
証
（
精
神
通
院
）

の
更
新
手
続
き
が
変

わ
り
ま
す

　

有
効
期
間
を
過
ぎ
て
か
ら
の
再

開
申
請
は
診
断
書
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

　

病
状
の
変
化
及
び
治
療
方
針
の

変
更
が
あ
る
と
医
師
が
判
断
し
た

場
合
は
、
診
断
書
を
添
付
し
て
く

だ
さ
い
。

※
更
新
の
手
続
き
は
、
有
効
期
間

終
了
日
の
３
カ
月
前
か
ら
行
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

受
給
者
証
と
精
神
障
害
者
保
健

福
祉
手
帳
（
以
下
、
手
帳
）
を
お

持
ち
の
方
で
、
有
効
期
間
終
了
日

が
異
な
る
た
め
同
時
申
請
が
で
き

な
い
場
合
、
受
給
者
証
の
有
効
期

間
を
短
縮
し
て
、
手
帳
の
有
効
期

間
終
了
日
に
合
わ
せ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

有
効
期
間
を
短
縮
で
き
る
の
は

受
給
者
証
の
み
と
な
り
ま
す
。

　

手
帳
の
有
効
期
間
が
１
年
未
満

の
方
が
対
象
で
、
本
人
が
『
認
定

　

現
在
手
当
を
受
給
中
の
方
で
施

設
へ
の
入
所
な
ど
に
よ
り
受
給
要

件
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
方
は
、

速
や
か
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

届
け
出
が
遅
れ
た
場
合
は
手
当
を

返
還
し
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ	

障
害
福
祉
課
障

害
福
祉
係

心
身
障
害
者福

祉
手
当

４
月
期
分

（
12
〜
３
月
分
）
手
当
を

振
り
込
み
ま
し
た

「
コ
ラ
ボ
い
な
ぎ
」

療
育
相
談
・
療
育
体
験
事
業

の
ご
案
内

　

お
子
さ
ん
の
心
身
の
成
長
や
発

達
に
心
配
が
あ
る
方
、
療
育
が
必

要
か
ど
う
か
迷
っ
て
い
る
方
を
対

象
に
、
療
育
相
談
及
び
療
育
体
験

を
予
約
制
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

療
育
相
談

▽
対
象	

市
内
在
住
の
18
歳
未
満

の
児
童
と
そ
の
保
護
者
、
関
係
機

関
な
ど

▽
相
談
員	

保
健
師

▽
相
談
日	

右
下
表
の
と
お
り

▽
時
間	

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

※
そ
の
他
、
専
門
医
に
よ
る
相
談

も
あ
り
ま
す
。

療
育
体
験
事
業

▽
対
象	

市
内
在
住
で
療
育
の
経

保健師による療育相談の日程（予定）
月 日（木曜日実施）

4月 15日・22日
5月 6日・13日・20日・27日
6月 10日・17日・24日
7月 1日・8日・15日・22日・29日
8月 5日・12日・26日
9月 2日・9日・16日・30日

　難病に罹
り

患
か ん

して、治療中の方に特殊疾病患者見舞金を支給します。 
▽対象疾病 下記のとおり 
※心身障害者福祉手当、児童育成手当条例に基づく障害手当の受給者は、
対象になりません。 
▽見舞金額　月額5,000円 
▽支給方法 年3回の口座振込（6月、10月、2月に前月までの分を支給） 
▽申請に必要なもの　①東京都発行の医療券のコピー（必要に応じて特殊
疾病に罹患していることを証明する医師の診断書）　 ②特殊疾病患者見舞
金支給認定申請書〔現在受給している方には、申請書でなく現況届を郵送
します。年１回（10月ごろ）現況届を提出していただきます〕　 
▽問い合わせ　障害福祉課障害福祉係

応募・問い合わせ
　３７７・２２１２

シルバー
人材
センター

受
講
者
募
集

パ
ソ
コ
ン
講
習
会

▽
対
象	

18
歳
以
上
の
方

※
お
子
さ
ん
を
連
れ
て
の
受
講

は
、
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

▽
コ
ー
ス･

期
日･

費
用
な
ど　

下
表
の
と
お
り

※
講
習
内
容
な
ど
の
詳
細
は
、
最

寄
り
の
文
化
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
ポ

ス
タ
ー
・
チ
ラ
シ
、
ま
た
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://hom

epa
ge3.nifty.com

/inagi-sc/

）

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
使
用
パ
ソ
コ
ン
はW

indow
s	

X
P

搭
載
の
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
で

す
。

▽
会
場	

地
域
振
興
プ
ラ
ザ

※
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
。

▽
定
員	

各
コ
ー
ス
15
人

▽
応
募
方
法	

往
復
は
が
き
に
希

望
コ
ー
ス（
複
数
可
）･

住
所･

氏

名（
フ
リ
ガ
ナ
）･

年
齢･

性
別･

電

話
番
号
を
記
入
の
う
え
応
募
し
て

く
だ
さ
い
。

▽
応
募
期
限	

４
月
22
日（
木
）必

着▽
応
募
・
問
い
合
わ
せ　

シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
パ
ソ
コ
ン
講
習

会
係　

〒
206
・
0802
稲
城
市
東
長
沼

２
１
１
２
の
１

験
の
な
い
小
学
生
以
下
の
児
童
と

そ
の
保
護
者

▽
内
容	

心
理
指
導
、
言
語
訓
練

な
ど

※
体
験
日
は
要
相
談	

◆
共
通
事
項

▽
場
所	

い
な
ぎ
こ
ど
も
発
達
支

援
セ
ン
タ
ー
（
坂
浜
１
０
２
９
の

１
コ
ラ
ボ
い
な
ぎ
内
）

　

野
草
の
展
示
と
野
草
写
真
展

　

市
内
の
野
山
に
咲
く
野
草
な
ど

を
展
示
し
ま
す
。
愛
ら
し
い
野
草

を
ぜ
ひ
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。		

▽
期
日	

４
月
23
日（
金
）〜
25
日

（
日
）

▽
時
間	

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

▽
会
場	

総
合
体
育
館
1
階
ロ
ビ

ー▽
協
力	

大
丸
野
草
の
会

▽
費
用	

無
料

▽
予
約
・
問
い
合
わ
せ　

い
な
ぎ

こ
ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー　

☎

313
・
５
０
０
１
（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
く
午
後
３
時
〜
６
時
）

期
間
短
縮
に
か
か
る
承
諾
書
』
を

提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ	

障
害
福
祉
課
障

害
福
祉
係

▽
問
い
合
わ
せ	

障
害
福
祉
課
障

害
福
祉
係

パソコン講習会

コース 期　日 時　間 受講料
（テキスト代）

初めてのパソコンⅡ
エクセル入門、

ファイルの整理

5月11日(火)･
　　12日(水)

午前
9時30分〜
12時30分

3,000円
（無料）

エクセル活用講座Ⅱ
 (エクセル2007使用)
　家計簿の作成

5月20日(木)･
　　21日(金)

午後
1時30分〜
4時30分

3,000円
（無料）

▲坂浜地区少年消防クラブ
　春の火災予防運動ポスター集会
　（２月21日・坂浜コミュニティ防災センター）
　坂浜地区少年消防クラブの子供たち14人が坂
浜コミュニティ防災センターに集まり、火災予
防を呼びかけるポスターを作成しました。
〜「消したかな」　あなたを守る　合言葉〜

▲第18回稲城平和コンサート
　美しい歌声と豊かな表現力で魅了する「えり」
の世界（３月６日・市立 プラザホール）
　ディズニー映画「美女と野獣」のベル役やメ
リー・ポピンズ役の声でお馴染みの、「えり」
さんによるコンサートが開催されました。会場
には382人の方が来場され、サトウハチローの
生涯を朗読と歌でつづった第二部では涙する方
も多く、「えり」さんの世界に魅了されました。

対 象 疾 病 名
人工透析を必要とする腎

じ ん

不全、先天性血液凝固因子欠乏症等、スモン、ベーチェ
ット病、重症筋無力症、全身性エリテマトーデス、多発性硬化症、再生不良性貧血、
強皮症・皮膚筋炎及び多発性筋炎、筋萎

い

縮性側索硬化症、特発性血小板減少性紫
斑
は ん

病、サルコイドーシス、高安病、結節性動脈周囲炎、潰
か い

瘍
よ う

性大腸炎、ビュルガ
ー病、天疱

ほ う

瘡
そ う

、パーキンソン病関連疾患（進行性核上性麻痺
ひ

、大脳皮質基底核変性症、
パーキンソン病）、劇症肝炎、脊

せ き

髄小脳変性症、モヤモヤ病（ウィリス動脈輪閉塞
そ く

症）、
強直性脊

せ き

椎
つ い

炎、悪性関節リウマチ、悪性高血圧、クローン病、ネフローゼ症候群、
アミロイドーシス（原発性アミロイド症）、後縦靭

じ ん

帯骨化症、ハンチントン病、ウェ
ゲナー肉芽腫

し ゅ

症、母斑
は ん

症、多系統萎
い

縮症（線条体黒質変性症、オリーブ橋小脳萎
い

縮症、
シャイ・ドレーガー症候群）、シェーグレン症候群、多発性嚢

の う

胞腎
じ ん

、表皮水疱
ほ う

症（接
合部型及び栄養障害型）、膿

の う

疱
ほ う

性乾癬
せ ん

、特発性門脈圧亢
こ う

進症、広範脊
せ き

柱管狭窄
さ く

症、
ミオトニー症候群、原発性胆汁性肝硬変、特発性好酸球増多症候群、重症急性膵

す い

炎、
特発性大腿

た い

骨頭壊
え

死症、混合性結合組織病、びまん性汎
は ん

細気管支炎、原発性免疫
不全症候群、遺伝性（本態性）ニューロパチー、特発性間質性肺炎、プリオン病、網
膜色素変性症、遺伝性QT延長症候群、肺動脈性肺高血圧症、先天性ミオパチー、
神経線維腫

し ゅ

症、網膜脈絡膜萎
い

縮症、進行性筋ジストロフィー、ウィルソン病、慢
性炎症性脱髄性多発神経炎、骨髄線維症、亜急性硬化性全脳炎、バッド・キアリ
症候群、慢性血栓塞栓症肺高血圧症、ライソゾーム病（ファブリー病を含む。）、副
腎
じ ん

白質ジストロフィー、脊
せ き

髄性筋萎
い

縮症、アレルギー性肉芽腫
し ゅ

性血管炎（チャーグ・
ストラウス症候群）、原発性硬化性胆管炎、肝内結石症、自己免疫性肝炎、突発性
肥大型心筋症（拡張相）、成人スティル病、脊

せ き

髄空洞症、家族性高コレステロール血
症（ホモ接合体）、球脊髄性筋萎縮症、肥大型心筋症、拘束型心筋症、ミトコンドリ
ア病、リンパ脈管筋腫症（ＬＡＭ）、重症多形滲出性紅班（急性期）、黄色靭帯骨化症、
間脳下垂体機能障害（ＰＲＬ分泌異常症、ゴナドトロピン分泌異常症、ＡＤＨ分泌
異常症、下垂体ＴＳＨ分泌異常症、クッシング病、先端巨大症、下垂体機能低下症）
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▲世界らん展日本大賞2010でアメリ
カ蘭協会特別賞を受賞した長生蘭

health
        meter
health
        meterヘルスメーター

家庭血圧測定の勧め

第2部No.322

▽問い合わせ　稲城市保健センター
☎378-3421

商
工
会

商
工
会だよ

り

問
い
合
わ
せ

☎
３
７
７
・
１
６
９
６

　平尾在住の石井義雄さんの出品
した蘭が、２月13日（土）から21
日（日）まで東京ドームで開催され
ていた世界らん展日本大賞2010
において、アメリカ蘭協会特別賞
を受賞しました。
　石井さんはこの世界らん展にほ
ぼ毎年出品し、数多くの賞を受賞
しているそうですが、今回のよう
にトロフィーを授与されるほど大
きく表彰されることは初めてで
「このような賞をいただけるとは
思いもよらなかったので、受賞で

きてうれしい」と、その喜びを語
ってくれました。
　石井さんは現在、中国や韓国の
人と農業に関する情報交換をする
など、蘭の栽培を熱心に研究され
ているそうです。そして日々、様々
な品種を交配することで蘭のいい
所を伸ばすよう心掛けているとい
う石井さん。今回受賞した蘭も、
石井さんが交配してできたものだ
そうです。病気を発生させないよ
うに気を付けながら、温室で愛情
を込めて蘭を栽培されています。
　今後の目標を聞くと「これから
も世界らん展に出品し、新しい品
種ももっと作りたい」と意欲的に
答えてくれました。

アメリカ蘭協会特別賞
（世界らん展日本大賞2010）

受賞！

22
年
度
新
規
事
業

　

稲
城
市
商
工
会

住
宅
改
修
等
補
助
金

　

住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
ま
た

は
耐
震
補
強
工
事
を
市
内
の
業
者

が
施
工
し
た
場
合
、
そ
の
経
費
の

一
部
を
商
工
会
が
補
助
し
ま
す
。

▽
補
助
額	

①
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事

＝
工
事
額
の
５
％
（
10
万
円
を
限

度
）　

②
耐
震
補
強
工
事
＝
工
事

額
の
10
％
（
30
万
円
を
限
度
）

※
①
と
②
の
併
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

対
申
請
日
時
点
で
市
民
の
方
、
か

つ
対
象
住
宅
を
所
有
し
て
い
る
方

▽
補
助
対
象
工
事　

40
万
円
以
上

の
工
事
、
か
つ
対
象
と
な
る
建
物

は
自
己
の
居
住
の
用
に
供
す
る
住

宅
、
併
用
・
集
合
住
宅
に
お
け
る

個
人
住
宅
部
分

限
９
月
30
日（
木
）

※
補
助
金
限
度
額
に
達
し
次
第
、

申
請
を
締
め
切
り
ま
す
。

申
商
工
会
窓
口
で
配
布
し
て
い
る

申
請
書
と
必
要
な
書
類
を
添
付
の

う
え
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
申

請
書
は
「
稲
城
市
商
工
会
」
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
入
手
で
き
ま
す
。

　

自
然
観
察
・
体
験
活
動
や
緑
地

保
全
活
動
の
２
級
指
導
者
、
サ
ポ

ー
ト
レ
ン
ジ
ャ
ー
に
な
る
た
め
の

基
礎
講
習
の
受
講
者
を
募
集
し
ま

す
。

▽
講
習
日
程	

６
月
19
日（
土
）〜

９
月
５
日（
日
）の
う
ち
の
指
定
日

（
全
36
時
間
）

対
都
内
在
住
・
在
勤
の
18
歳
以
上

で
、
緑
に
関
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
経
験
が
１
年
間
に
10
日
間
以

上
あ
る
方

定
50
人
（
抽
選
）

費
１
万
４
４
０
０
円

申
５
月
７
日（
金
）（
消
印
・
受
信

有
効
）
ま
で
に
所
定
の
申
込
書

（「
東
京
都
環
境
局
緑
環
境
課
」
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
入
手
可
）
を
郵
送

（
〒
163
・
8001
東
京
都
環
境
局
緑
環

境
課
保
全
係
）、
メ
ー
ル
（
YS0

000724@
section.m

etro.to	
kyo.jp

）、
フ
ァ
ク
ス
（
☎
03
・

５
３
８
８
・
１
３
７
９
）
の
い
ず

れ
か
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

先
問
東
京
都
環
境
局
環
境
課　

☎

03
・
５
３
８
８
・
３
５
５
５

受
講
者
募
集

緑
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

指
導
者
等
育
成
講
座

傍
聴
で
き
ま
す

東
京
都
都
市
計
画
審
議
会

日
５
月
21
日（
金
）

時
午
後
１
時
30
分
〜

場
都
庁
会
議
室

定
15
人
（
抽
選
）

内
付
議
予
定
案
件
「
東
京
都
市
計

画
地
区
計
画　

豊
洲
地
区
地
区
計

画
」
ほ
か

※
詳
細
は
「
東
京
都
」
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
往
復
は
が
き
（
１
人
１
通
の
み

有
効
）
に
住
所
、
氏
名
（
フ
リ
ガ

ナ
）、電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

限
４
月
23
日（
金
）消
印
有
効

先
問
〒
163
・
8001
東
京
都
都
市
整
備

局
都
市
計
画
課　

☎
03
・
５
３
８

８
・
３
２
２
５

自
衛
官
採
用
試
験
案
内

一
般
幹
部
候
補
生

▽
応
募
資
格	

23
年
４
月
１
日
現

在
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

方　

①
22
歳
以
上
26
歳
未
満
の
男

女　

②
20
歳
以
上
22
歳
未
満
の
大

学
卒
（
見
込
み
を
含
む
）
の
男
女

③
大
学
院
卒
（
見
込
み
を
含
む
）

は
28
歳
未
満
の
男
女

▽
試
験
日　

５
月
15
日（
土
）

一
般
曹
候
補
生

▽
応
募
資
格	

23
年
４
月
１
日
現

在
、
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
者

▽
試
験
日	

５
月
22
日（
土
）

◆
共
通
事
項

限
５
月
10
日（
月
）必
着

問
府
中
市
浅
間
町
１
の
５
の
５
航

空
自
衛
隊
府
中
基
地
内　

自
衛
隊

東
京
地
方
協
力
本
部　

府
中
募
集

　

高
血
圧
の
治
療
で
は
「
い
か

に
普
段
の
血
圧
を
正
常
値
に
近

づ
け
る
か
」が
大
切
で
す
。「
外

来
血
圧
」
は
月
に
１
回
程
度
、

医
師
の
前
で
測
定
す
る
と
い
う

特
殊
な
状
況
の
血
圧
で
す
か

ら
、普
段
の
血
圧
、つ
ま
り
「
家

庭
血
圧
」
と
一
致
す
る
と
は
限

り
ま
せ
ん
。「
高
血
圧
治
療
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
よ
る
と
、
高

血
圧
の
診
断
基
準
は
外
来
血
圧

で
は
140
／
90
㎜
Hg
以
上
、
家
庭

血
圧
で
は
135
／
85
㎜
Hg
以
上

と
、
外
来
血
圧
と
家
庭
血
圧
の

差
が
５
㎜
Hg
程
度
と
な
っ
て
い

る
わ
け
で
す
が
、
実
際
に
は
か

な
り
の
個
人
差
が
あ
り
ま
す
。

緊
張
し
や
す
い
方
で
は
、
家
庭

血
圧
が
正
常
に
も
関
わ
ら
ず
外

来
血
圧
が
上
昇
し
て
高
血
圧
と

診
断
さ
れ
る
ケ
ー
ス
（
白
衣
高

血
圧
）
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
逆

の
現
象
と
し
て
、
普
段
の
血
圧

が
高
い
（
た
と
え
ば
職
場
環
境

で
の
ス
ト
レ
ス
が
大
き
い
場

合
）
に
も
関
わ
ら
ず
外
来
血
圧

は
正
常
な
た
め
に
見
逃
さ
れ
る

ケ
ー
ス
（
仮
面
高
血
圧
）
も
あ

り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
家
庭

血
圧
を
把
握
し
て
お
く
こ
と
は

高
血
圧
を
正
し
く
診
断
す
る
う

え
で
不
可
欠
で
す
し
、
血
圧
の

お
薬
を
調
整
す
る
情
報
と
し
て

も
重
要
で
す
。

　

家
庭
血
圧
測
定
の
タ
イ
ミ
ン

グ
と
し
て
は
、
朝
（
起
床
後
１

時
間
以
内
）
と
晩
（
就
寝
前
）

の
一
日
２
回
、
い
ず
れ
も
座
位

１
分
か
ら
２
分
の
安
静
後
の
測

定
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
使
用
す
る
血
圧
計
は
上
腕

で
の
測
定
が
正
確
と
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
指
用
・
手
首
の
血
圧

計
は
測
定
が
容
易
で
す
が
不
正

確
に
な
る
こ
と
が
多
い
た
め
、

上
腕
で
正
確
に
測
定
し
た
血
圧

値
と
の
差
が
な
い
か
一
度
確
認

し
て
お
く
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

家
庭
血
圧
は
、
で
き
れ
ば
毎

日
測
る
こ
と
が
理
想
的
で
す

が
、
一
週
間
に
２
回
か
ら
３
回

測
定
す
る
だ
け
で
も
毎
月
の
外

来
で
10
ポ
イ
ン
ト
以
上
の
血
圧

値
が
分
か
り
ま
す
の
で
、
治
療

方
針
の
決
定
に
役
立
ち
ま
す
。

ま
ず
は
、
継
続
で
き
る
方
法
で

家
庭
血
圧
測
定
を
始
め
て
み
る

こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

稲
城
市
医
師
会　

力ち
か
ら

石い
し　

昭あ
き

宏ひ
ろ

22
年
度
憲
法
週
間
行
事

「
講
演
と
映
画
の
集
い
」

日
５
月
６
日（
木
）

時
午
後
１
時
30
分
（
開
場
は
午
後

１
時
）
〜
５
時
10
分
（
予
定
）

場
羽
村
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ゆ

と
ろ
ぎ
大
ホ
ー
ル
（
Ｊ
Ｒ
青
梅
線

羽
村
駅
下
車
、
東
口
徒
歩
８
分
）

定
840
人
（
先
着
順
）

内
林
家
う
ん
平
（
落
語
家
）
に
よ

る
講
演
「
う
ん
平
の
人
権
講
話
〜

涙
と
笑
い
の
人
権
ば
な
し
〜
」　

と
映
画「
デ
ィ
ア
・
ド
ク
タ
ー
」（
字

幕
付
き
）
の
上
映

※
託
児
室（
要
予
約
）、手
話
通
訳
、

要
約
筆
記
が
あ
り
ま
す
。

費
無
料

▽
主
催	

財
団
法
人
人
権
擁
護
協

力
会

問
東
京
都
総
務
局
人
権
部　

☎

開
催
し
ま
す
！

　

稲
城
手
づ
く
り

市
民
ま
つ
り
２
０
１
０

日
時
５
月
３
日（
月
・
祝
）
午
前

10
時
〜
午
後
６
時
、４
日（
火
・
祝
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
30
分

場
城
山
公
園

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

内
リ
サ
イ
ク
ル
と
分
か
ち
合
い
の

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
多
芸
多
彩

の
ま
つ
り
の
演
出
ほ
か

▽
主
催	

稲
城
手
づ
く
り
市
民
ま

つ
り
２
０
１
０
実
行
委
員
会

▽
後
援	

稲
城
市
、（
財
）い
な
ぎ

グ
リ
ー
ン
ウ
ェ
ル
ネ
ス
財
団
、
稲

城
市
社
会
福
祉
協
議
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

奥
多
摩

水
と
緑
の
ふ
れ
あ
い
館

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

　

ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
・
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ン
演
奏
に
よ
る
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手

の
素
敵
な
歌
声
と
、
山
並
み
に
映

え
る
桜
が
美
し
い
春
の
奥
多
摩
を

味
わ
う
週
末
の
２
日
間
、
ミ
ニ
コ

ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

日
４
月
24
日（
土
）・
25
日（
日
）

時
午
前
11
時
45
分
〜
、
午
後
１
時

15
分
〜
（
２
回
演
奏
、
両
演
奏
と

も
30
分
程
度
）

場
奥
多
摩
水
と
緑
の
ふ
れ
あ
い
館

１
階
ふ
れ
あ
い
広
場

　

西
多
摩
郡
奥
多
摩
町
原
５
番
地

　
〔
Ｊ
Ｒ
青
梅
線
奥
多
摩
駅
前
か

ら
西
東
京
バ
ス
「
奥
多
摩
湖
」
行

き
乗
車
（
約
20
分
）「
奥
多
摩
湖
」

バ
ス
停
下
車
〕

費
無
料

問
奥
多
摩
水
と
緑
の
ふ
れ
あ
い
館

☎
０
４
２
８
・
86
・
２
７
３
１

東
京
都
訪
問
介
護
員
養
成
研

修
２
級
課
程
（
２
級
ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
養
成
講
座
）・
東
京

都
障
害
者（
児
）居
宅
介
護
従

業
者
養
成
研
修
２
級
課
程

２
つ
の
資
格
を
同
時
に
取
得
で
き
ま
す

教
育
訓
練
給
付
制
度
指
定
講
座

間
①
６
月
８
日
〜
８
月
17
日
＝
火

木
土
コ
ー
ス　

②
７
月
26
日
〜
９

月
22
日
＝
月
火
水
木
金
コ
ー
ス

▽
日
程
・
会
場　

講
義
18
日
間

（
お
お
む
ね
午
前
９
時
〜
午
後
４

石井　義雄さん
（平尾）

時
）・
当
法
人
研
修
セ
ン
タ
ー
（
下

記
住
所
）、
実
習
６
日
間
（
お
お

む
ね
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
）・

立
川
市
、
国
分
寺
市
、
日
野
市
な

ど
の
当
法
人
事
業
所

定
30
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

費
５
万
６
８
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト

代
込
み
）

申
最
寄
り
の
ケ
ア
・
セ
ン
タ
ー
や

わ
ら
ぎ
及
び
に
ん
じ
ん
の
会
事
業

所
の
窓
口
ま
た
は
「
ケ
ア
・
セ
ン

タ
ー
や
わ
ら
ぎ
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で「
講
習
の
案
内
」を
入
手
し
て
、

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

問
特
定
非
営
利
活
動
法
人
ケ
ア
・

セ
ン
タ
ー
や
わ
ら
ぎ　

☎
042
・
523
・

３
５
５
２
、
☎
042
・
523
・
７
０
７

７
、
〒
190
・
0022
立
川
市
錦
町
３
の

１
の
３
第
26
ク
リ
ス
タ
ル
マ
ン
シ

ョ
ン
１
階

事
務
所　

☎
365
・
５
２
３
３

法
人
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
い
な
ぎ

問
稲
城
手
づ
く
り
市
民
ま
つ
り
２

０
１
０
実
行
委
員
会
（
社
会
福
祉

協
議
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
）
☎
378
・
３
８
０
０

03
・
５
３
８
８
・
２
５
８
８
、
東

京
法
務
局
人
権
擁
護
部　

☎
03
・

５
２
１
３
・
１
３
６
５



22・4・15 代表電話は378−2111 （8）

広報いなぎは再生紙を使用しています。

４月15日〜30日

※予約が必要な相談は、午前８時30分から午後５時まで予約を受け付けます（予約受
付日は各相談によって異なります）。
※経済課の相談予約は先着順（☎378−2286）です。
※消費者相談は（☎378−3738）でも相談できます。
※福祉センターの相談予約は（☎378−3366）です。

4／15 木

３歳児健康診査（19年３月生まれ）	 保健センター
法律相談	 ９時〜正午（予約終了）	 経済課消費生活係
税務相談	 １時30分〜４時30分（予約終了）	 経済課消費生活係
消費者相談	 10時〜正午・１時〜３時	 消費者相談室
年金相談	 ９時〜正午・１時〜４時	 保険年金課年金係

16 金
消費者相談	 10時〜正午・１時〜３時	 消費者相談室
人権・身の上相談	 １時30分〜４時30分（前日までに予約）	 経済課消費生活係
年金相談	 ９時〜正午・１時〜４時	 保険年金課年金係

17 土
18 日 +休日急病診療所　菊池医院（百村）　９時〜５時　☎378−3333

19 月 消費者相談	 10時〜正午・１時〜３時	 消費者相談室
年金相談	 ９時〜正午・１時〜４時	 保険年金課年金係

20 火

定期健康相談	 ９時〜11時（前日までに予約）	 保健センター
法律相談	 ９時〜正午（前日予約）	 経済課消費生活係
消費者相談	 10時〜正午・１時〜３時	 消費者相談室
くらしの書類作成相談	 １時30分〜４時30分（前日予約）	 経済課消費生活係
年金相談	 ９時〜正午・１時〜４時	 保険年金課年金係

21 水

１歳６カ月児健康診査（20年９月生まれ）	 保健センター
心配ごと相談	 10時〜正午	 福祉センター
消費者相談	 10時〜正午・１時〜３時	 消費者相談室
女性の悩み相談	 10時〜４時（前日までに予約）	 協働推進課女性青少年係
高齢者・障害者の法律相談	 １時30分〜４時30分（予約随時）	 福祉センター
住宅リフォーム相談	 １時30分〜４時30分（予約終了）	 経済課消費生活係
年金相談	 ９時〜正午・１時〜４時	 保険年金課年金係

22 木
１歳児歯科健診診（21年３月生まれ）	 保健センター
法律相談	 ９時〜正午（前日予約）	 経済課消費生活係
消費者相談	 10時〜正午・１時〜３時	 消費者相談室
年金相談	 ９時〜正午・１時〜４時	 保険年金課年金係

23 金 消費者相談	 10時〜正午・１時〜３時	 消費者相談室
年金相談	 ９時〜正午・１時〜４時	 保険年金課年金係

24 土
心の専門相談	 １時〜４時（前日までに予約）	 福祉センター
女性の悩み相談	 10時〜４時（前日までに予約）	 協働推進課女性青少年係
休日窓口　８時30分〜５時（正午〜１時を除く）
　　　　　市民課、保険年金課（国民健康保険係のみ）、課税課、納税課

25 日 +休日急病診療所　松本医院（東長沼）　９時〜５時　☎377−6027
+休日薬局　　　　薬局コスモ（大丸）　９時〜５時　☎378−4714

26 月 消費者相談	 10時〜正午・１時〜３時	 消費者相談室
年金相談	 ９時〜正午・１時〜４時	 保険年金課年金係

27 火

３カ月〜４カ月児健康診査（21年12月生まれ）	 保健センター
定期健康相談	 ９時〜11時（前日までに予約）	 保健センター
法律相談	 ９時〜正午（前日予約）	 経済課消費生活係
消費者相談	 10時〜正午・１時〜３時	 消費者相談室
年金相談	 ９時〜正午・１時〜４時	 保険年金課年金係

28 水
消費者相談	 10時〜正午・１時〜３時	 消費者相談室
不動産相談	 １時30分〜４時30分（前日予約）	 経済課消費生活係
年金相談	 ９時〜正午・１時〜４時	 保険年金課年金係
年金相談	 ９時〜正午・１時〜４時	 平尾出張所

29 木 +休日急病診療所　あべ内科クリニック（東長沼）　９時〜５時　☎379−4870
+休日薬局　　　　稲城駅前薬局（東長沼）　９時〜５時　☎370−8370

30 金 消費者相談	 10時〜正午・１時〜３時	 消費者相談室
年金相談	 ９時〜正午・１時〜４時	 保険年金課年金係

み
ん
な
の
健
康

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

※
市
で
は
各
検
診
の
結
果
デ
ー
タ
（
個
人
情
報
）
を
保
管
・
集
計
し
、
今
後
の
健

康
づ
く
り
に
役
立
て
る
予
定
で
す
。
な
お
、
個
人
情
報
に
つ
い
て
は
稲
城
市
個
人

情
報
保
護
条
例
に
基
づ
き
保
護
さ
れ
ま
す
。 稲

城
市
保
健
セ
ン
タ
ー

〒
206
・
0804
稲
城
市
百
村
112
の
１

☎
378
・
３
４
２
１

２歳児
歯科健診
２歳児
歯科健診

事業名・内容 対象 期日・時間 会場 定員・費用 申込方法

胃がん検診
○バリウムによる胃部エックス
線撮影検査

昭和51年４月１日以前生まれの方
（原則１年度に１回の受診）
※胃の手術をした方、治療中・妊娠
中の方を除く。

５月29日（土）・
午前７時45分
　　　〜正午

保健センター
50人（抽選）・
1,330円

（※１、※４）

はがき、封書、電子申請サービス（※５）、窓口持
参のいずれかの方法で①検診名②期日③住所④氏名
（フリガナ）⑤生年月日⑥電話番号⑦前回検診年月
日（分かる範囲で）を明記して、４月22日（木）必着
で申し込んでください（※６）。

乳がん検診
○視触診、乳房エックス線撮影
検査

昭和46年４月１日以前生まれの女性
の市民で、21年度未受診の方

５月６日（木）
〜23年３月31日（木）

市立病院
（平日）

2,380円
（※２、※４）

はがき、封書、電子申請サービス（※５）、窓口持
参のいずれかの方法で①希望検診名②住所③氏名
（フリガナ）④生年月日⑤電話番号⑥前回検診年月
日（分かる範囲で）を明記して、申し込んでください。
※毎月22日締切で月末に受診票と受診案内を郵送し
ます。届きましたら各医療機関へ直接申し込みをし
て、受診してください。詳しくは受診案内をご覧く
ださい。

子宮がん検診
○細胞検査

平成３年４月１日以前生まれの女性
の市民で、21年度未受診の方

①市立病院（平日）
②増田産婦人科医
院（平日、土曜日）

2,250円
（※３、※４）

※１	保険証に自己負担割合が１割と記載のある方は440円（保険証などの提示が必要です）　※２	保険証に自己負担割合が１割と記載のある方は790円（保険証などの
提示が必要です）　※３	保険証に自己負担割合が１割と記載のある方は750円（保険証などの提示が必要です）　※４	次のいずれかに該当する方は、受診料が免除され
ます。期日の一週間前までに問い合わせてください。①生活保護受給世帯の方②市民税非課税世帯の方③中国残留邦人などの方④20歳以上30歳未満の方（子宮がん検
診のみ）　※５	電子申請サービス（https://www.e-tetsuzuki99.com/tokyo/）、携帯からは（https://www.e-tetsuzuki99.com/eap-mobile/Entrance.do?co	
mmand＝MAIN_MANU&lcd＝132250）から申請ができます。※６	抽選結果は期日の１週間前までに通知します。

健康課事業 ▽申し込み・問い合わせ　稲城市保健センター　〒206−0804稲城市百村112−１　☎378−3421

　

ま
だ
歯
医
者
さ
ん
で
歯
科
健
診

を
受
け
て
い
な
い
お
子
さ
ん
や
、

食
べ
方
な
ど
が
気
に
な
る
お
子
さ

ん
を
対
象
に
歯
科
健
診
を
実
施
し

ま
す
。

▽
対
象	

20
年
４
月
生
ま
れ
の
お

子
さ
ん

▽
期
日	
５
月
12
日（
水
）

▽
受
付
時
間	
午
前
９
時
20
分
〜

10
時
30
分

▽
会
場	

保
健
セ
ン
タ
ー

▽
内
容	

歯
科
健
診
・
個
別
相
談

（
食
事
や
歯
み
が
き
の
事
な
ど
）

▽
持
ち
物	

母
子
健
康
手
帳
・
歯

ブ
ラ
シ
・
コ
ッ
プ
・
ハ
ン
ド
タ
オ

ル▽
申
込
方
法	

記
入
例
を
参
照

（
表
面
に
も
「
歯
科
健
診
申
込
」
と

明
記
）
の
う
え
、は
が
き
、封
書
、

直
接
持
参
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限	

５
月
７
日（
金
）必

着

２歳児歯科健診申込

1．健　診　日　５月12日

2．幼 児 氏 名（フリガナ）

3．保護者氏名

4．幼児生年月日

5．住　　　所

6．電 話 番 号

▼

申
し
込
み
記
入
例
（
裏
）

受けましょう
妊婦歯科健康診査
受けましょう
妊婦歯科健康診査

▽
期
日	
５
月
14
日（
金
）

予防接種（22年度）
麻しん・風しん
予防接種
（２期・３期・４期）

予防接種（22年度）
麻しん・風しん
予防接種
（２期・３期・４期）

　

国
の
「
麻
し
ん
排
除
計
画
」
に

基
づ
き
、
５
歳
以
上
７
歳
未
満
の

方
で
、
23
年
度
に
小
学
校
に
入
学

予
定
の
方
、
中
学
１
年
生
、
高
校

３
年
生
に
相
当
す
る
年
齢
の
方
を

対
象
に
麻
し
ん
・
風
し
ん
予
防
接

種
を
実
施
し
ま
す
。

▽
対
象	

２
期
＝
平
成
16
年
４
月

２
日
〜
平
成
17
年
４
月
１
日
、
３

期
＝
平
成
９
年
４
月
２
日
〜
平
成

10
年
４
月
１
日
、
４
期
＝
平
成
４

年
４
月
２
日
〜
平
成
５
年
４
月
１

日
に
生
ま
れ
た
方

※
対
象
者
に
は
、
４
月
１
日
に
お

知
ら
せ
を
郵
送
し
ま
し
た
が
、
転

入
な
ど
で
予
診
票
が
な
い
場
合

は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▽
会
場	

指
定
医
療
機
関

注
意

○
保
護
者
の
方
は
、
お
知
ら
せ
に

同
封
の
「
麻
し
ん
及
び
風
し
ん
の

予
防
接
種
を
受
け
る
に
当
た
っ
て

の
説
明
」
を
よ
く
お
読
み
く
だ
さ

い
。

○
３
期
・
４
期
の
対
象
の
方
で
保

護
者
が
同
伴
し
な
い
場
合
は
、「
麻

臨
時
職
員
募
集

臨
時
職
員
募
集

▽
職
種	

視
能
訓
練
士

▽
資
格	

視
能
訓
練
士
の
資
格
を

有
す
る
方

▽
勤
務
内
容	

３
歳
児
健
康
診
査

▽
勤
務
条
件	

月
に
２
回
、
１
回

に
つ
き
３
時
間
程
度

▽
募
集
人
数		

１
人

▽
賃
金	

市
規
定
に
よ
る

▽
申
込
方
法	

履
歴
書
と
免
許
証

の
写
し
を
持
参
ま
た
は
郵
送
に
て

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限	

４
月
28
日（
水
）

女
性
特
有
の
が
ん
検
診

無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を

お
持
ち
の
方
へ

女
性
特
有
の
が
ん
検
診

無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を

お
持
ち
の
方
へ

　

対
象
の
方
に
、
検
診
の
無
料
ク

ー
ポ
ン
券
を
昨
年
の
12
月
に
配
布

し
ま
し
た
。

　

ま
だ
、
ク
ー
ポ
ン
券
を
利
用
さ

れ
て
い
な
い
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機

会
に
が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

▽
ク
ー
ポ
ン
券
有
効
期
限　

５
月

31
日（
月
）

▽
時
間	

午
後
１
時
30
分
〜
２
時

30
分

▽
会
場	

保
健
セ
ン
タ
ー

▽
対
象	

市
内
在
住
で
、
健
診
時

妊
娠
16
週
〜
27
週
の
方

▽
内
容	

歯
科
医
師
に
よ
る
健

診
・
相
談

▽
申
込
方
法	

電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

し
ん
及
び
風
し
ん
の
予
防
接
種
を

受
け
る
に
当
た
っ
て
の
同
意
書
」

及
び
「
予
診
票
」
の
保
護
者
自
署

欄
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
く
だ

さ
い
。

○
母
子
健
康
手
帳
を
お
持
ち
の
方

は
、
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
期
間	

23
年
３
月
31
日
ま
で

▽
費
用	

無
料
（
公
費
負
担
）


